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吾""d間

(以
上
、
本
号
)

第
一
章

リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
上
の
表
現
諸
理
論
の
形
成

第

名
誉
致
損
的
表
現

名
誉
段
損
的
表
現
で
は
、
表
現
者
自
身
が
責
任
を
問
わ
れ
る
ケ

l
ス
と
表
現
媒
体
を
管
理
な
い
し
所
有
す
る
者
に
責
任
を
問
う
ケ

l
ス
の



二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
は
異
な
り
、
情
報
の
発
信
者
と
メ
デ
ィ
ア

の
管
理
者
(
所
有
者
)
の
未
分
離
、
す
な
わ
ち
、
情
報
の
「
う
つ
わ
」
と
「
中
身
」
の
責
任
主
体
が
同
一
で
あ
る
傾
向
を
見
せ
る
関
係
上
、

一
次
的
責
任
(
直
接
責
任
)
を
中
心
に
判
例
・

学
説
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
ス

ペ
ー
ス
に
お
け
る
二
次
的
責
任
(
間

の
議
論
も
軽
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
点
に
お
け
る
議
論
が
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
こ
次
的
責
任
(
間
接
責
任
)

接
責
任
)

を
考
え
る
際
に
、
そ
の
ま
ま
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
(
少
な
く
と
も
当
初
の
)
判
例
に
お
い
て
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

一
次
的
責
任
(
直
接
責
任
)

(l
)
 

元
来
、
名
誉
致
損
(
号
P
B邑
O
ロ
)

は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
ル

l
ル
と
し
て
、
①
文
書
誹
投

(zz-
)と
口
頭
誹
致
(
凹
E
E
2)
に
区
別
さ

サイパースペースと表現の自由 (2) 

い
ず
れ
も
誹
段
的
な
表
現
に
よ
っ
て
人
の
社
会
的
評
判
を
お
と
し
め
る
こ
と
で
成
立
し
た
。
こ
こ
で
は
、
②
当
該
表
現
は
虚
偽
で

(2
)
 

あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
③
原
告
は
被
告
の
「
悪
意
(
ヨ
巴

2
)」
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
懲
罰
的
損
害
賠
償
(
℃

5
5
5
岳
ヨ
高
伺
)
を

れ
る
が
、

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
④
被
告
に
は
絶
対
的
な
(
悪
意
の
場
合
に
も
通
用
す
る
)
抗
弁
と
し
て
の
「
真
実

(
5
5」
の

(3
)

(

4

)

 

立
証
の
ほ
か
、
種
々
の
特
権
が
免
責
事
由
と
し
て
(
判
例
上
)
認
め
ら
れ
て
お
り
、
①
こ
れ
ら
の
立
証
責
任
は
被
告
に
課
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
憲
法
と
名
誉
段
損
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
わ
い
せ
つ
な

(ozngo)
表
現
な
ど
と
同
様
に
「
権
利
の
濫
用
」
に

北j去55(2.87)521

よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
有
害
性
の
ゆ
え
に
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
」

の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

コ
モ
ン
ロ

ー
あ
る
い
は
そ
れ
を
具
体
化
し
た
州
法
の
純
粋
な
解
釈
問
題
と
し
て
解
決
す
れ
ば
事
足
り
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解

は
、
コ
モ
ン
ロ

ー
が
州
法
へ
の
規
制
へ
と
移
り
、
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
た

一
九
六
0
年
代
ま
で
維
持
さ
れ
た
が
、

Z
刊
さ
ペ
。
『

r
d
g
a〈



説

(5

)

(

6
)
 

ω三
一
芝
き

が

一
大
転
機
と
な
り
、
こ
の
伝
統
的
な
法
理
に
大
幅
な
修
正
が
行
な
わ
れ
た
(
名
誉
致
損
法
の
憲
法
化

(nS
E
E
F
O
E
-
-N邑
g
))。

事
件
の
発
端
は
、

一
九
六

O
年
三
月
二
九
日
付
け
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
マ

!
テ
イ
ン
・
ル
1
サ
1

・
キ
ン
グ

北法55(2・88)522

号l>.
nnu 

(
一
頁
)
全
面
広
告
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
同
委
員
会
は
、
ア
ラ
パ

に
お
い
て
、
キ
ン
グ
牧
師
率
い
る
「
南
部
で
の
自
由
の
戦
い
」
が
、
ど
れ
だ
け
不
法
な

警
察
規
制
を
受
け
て
い
る
の
か
を
全
国
民
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
広
告
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
警
察
規
制
の
記
述

(7
)
 

が
、
若
干
、
事
実
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
市
委
員

(2
q
g
gE
5
8
2)
で
、
主
と
し
て
警
察
部
門
を
担
当
し
て
い
た
人
物

(8
)
 

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
と
本
件
広
告
の
責
任
者
で
あ
る
四
人
の
黒
人
牧
師
を
被
告
と
し
て
、
名
誉
致
損
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
こ

及
び
南
部
に
お
け
る
自
由
の
た
め
の
闘
争
を
支
援
す
る
委
員
会
」
名
の

マ
州
の
州
都
モ
ン

ト
ゴ
メ
リ
l

(冨
O
ロ
門加

0
5開
門
司

)

か
ら
、

れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
民
主
政
に
不
可
欠
な
表
現
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
名
誉
段
損
法
の
あ
り
方
を
憲
法
論
か
ら

再
構
成
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に
立

っ
た
上
で
、
「
公
共
的
な
争
点
を
め
ぐ
る
討
論
は
、
抑
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
活
発
に
、
そ
し

(9
)
 

て
、
広
く
聞
か
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
原
則
」
お
よ
び
「
討
論
に
あ
た

っ
て
は
、
激
烈
で
、
辛
ら
つ
な
、
そ
し
て
、
時
に
は
政
府
及
び
公
務

(ゆ

)

(

日
)

員
に
対
す
る
不
愉
快
な
ほ
ど
鋭
い
攻
撃
も
、
当
然
に
許
容
さ
れ
る
原
則
」
を
打
ち
出
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
ふ
ま
え
て
、
公
務
員

(吉
σzn
o
E
nE
)
の
「
公
務
に
関
す
る
行
為
に
関
係
し
て
、
名
誉
致
損
に
わ
た
る
虚
偽
の
ゆ
え
に
損
害
賠
償
を
認
め
る
の
は
、
当
該
記
事

(ロ
)

の
言
明
が
「
現
実
の
悪
意

(
R
E
同一
ヨ
巴

8
)
』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
憲
法
保
障
が
要
求
す
る

(
日
)

合
衆
国
法
上
の
ル

l
ル
で
あ
る
」
と
す
る
、
「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
を
打
ち
立
て
た
。

こ
こ
で
い
う
「
現
実
の
悪
意
」
と
は
、
虚
偽
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
も
し
く
は
、
そ
れ
が
虚
偽
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
を
全
く
考
慮
せ
ず
に
、
あ
え
て
表
現
を
行
っ
た
(
無
謀
な
無

(
比

)

(

日

)
(
凶
)

視
H
5nE
O目印

仏
岡田
円。
開釦
丘
)
場
合
を
指
し
、
立
証
責
任
に
つ
い
て
は
、
原
告
で
あ
る
公
務
員
(
市
委
員
)
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
「
市
民
の
権
利
に
関
す
る
運
動
だ
け
で
は
な
く
、
公
務
員
の
勤
務
行
動
に
か
か
わ
る
批
判
を
、
た
と

に
よ
り
、

え
多
少
の
事
実
の
間
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
ざ
と
虚
偽
の
記
述
を
し
た
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
名
誉
致
損
に
関
す
る
莫
大
な
損
害
賠
償



(口)

の
支
払
い
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
批
判
的
な
言
論
を
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

z
gペO
『w
d
B何
回
判
決
以
降
に
お
い
て
は
、
「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
の
明
確
化
と
そ
の
射
程
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
①
-O
向
日
S
〈
-ZEf

(凶
)

∞
5
5は
、
「
現
実
の
悪
意
」
の
意
味
を
「
蓋
然
的
な
誤
謬
に
つ
い
て
の
高
度
の
認
識
」
と
解
し
た
う
え
で
、
同
法
理
の
適
用
を
州
刑
事
致
損

(ゆ
)

法
に
も
拡
大
す
る
。
②
m
g
g
z
E
〈
-
E
R
で
は
、
「
公
務
員
」
の
定
義
が
問
題
と
な
り
、
ブ
レ
ナ
ン
(
者
三
5
5
』・回

5
5
B
-
勾
・
)
裁
判
官

は
、
「
少
な
く
と
も
政
府
の
行
為
に
つ
い
て
実
質
的
な
責
任
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、

(
初
)

公
衆
に
と
っ
て
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
階
層
に
属
す
る
者
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
同
法
理
を
適
用
し
た
。
③

n
R
5
2
5与
吉
加

(

幻

)

(

幻

)

〈-∞
E
Z
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
(
C巳
g
E々
。
『
。

g
門
担
同
)
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
、
〉
・
同
Y

〈
-
当
官
庁
伺
円
で
は
、
事
件
当

時
は
政
治
活
動
家
で
あ
っ
た
が
、
元
は
合
衆
国
陸
軍
幹
部
で
あ
っ
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
公
的
人
物
(
宮

Z
n
m官
お
)
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
、

(お
)

(

M

)

(

お
)

公
務
員
以
外
に
も
拡
大
し
て
適
用
さ
れ
た
。
④
Z
S
I
2
3豆。

:-mミ
お
よ
び
。
n
E
ω
E
B
∞

E
5『
〈
・
0
同
5
8ロ
で
は
、
公
職
の
候
補
者
に

(お
)

も
同
法
理
が
適
用
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
⑤
m
g
g
Z
8
5
〈
-
Z
2
5
5
a
s
の
相
対
的
多
数
意
見
に
お
い
て
、
逮
捕
・
捜
索
を
受
け
て
「
公
的

サイパースペースと表現の自13:1(2) 

関
心
事

(
3
5
g
o
Jロ
Z
R
n
oロ
ngコ)」

(
私
人
(
宝
百
円

E
E
E
P
E
)
で
あ
る
)
出
版
業
者
の
被
疑
者
に
も
適
用
さ
れ
る

の
中
に
入
っ
た

に
至
っ
た

(
ラ
ジ
オ
放
送
で
誇
張
し
て
報
道
さ
れ
た
た
め
)
。
「
公
の
利
益
(
宮
σ
-
R
5
8
5
5
)」
な
い
し
「
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実

(Eσ
」
刊
口
円
。
内
宮
Z
R
O『
間
四
日
三

5
5
5
2)」
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、「
公
務
員
」
で
も
「
公
的
人
物
」
で
も
な
い

(
幻
)

「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
判
決
は
、
民
主
政
に
お
け
る
言
論
の
自
由
の
重
要
性
(
お
)

の
法
理
の
射
程
を
拡
大
し
て
き
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
後
、
。
m
E
〈
-
m
S
E
毛
色
ny

「
私
人
」

で
あ
っ
て
も
、

を
強
調
し
、
憲
法
原
理
と
し
て
の
「
現
実
の
悪
意
」

北法55(2・89)523

に
よ
り
、
適
用
に
関
し
て
新
し
い
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
る
。

。
2
N
判
決
は
、
公
務
員
で
も
公
的
人
物
で
も
な
い
、
全
く
の
私
人
の
名
誉
段
損
訴
訟
に
対
し
て
、

「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
の
適
用
を
否

(鈎
)

定
し
た
点
で
重
要
な
判
決
と
い
え
る
。
事
案
の
概
要
は
、

一
九
六
八
年
に
警
察
官
が
あ
る
青
年
を
射
殺
し
た
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
遺
族
の



説

依
頼
に
基
づ
い
て
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
担
当
し
て
い
た
弁
護
士
に
つ
い
て
、
当
時
、
自
治
体
警
察
の
不
信
を
警
告
し
、
国
家
警
察
制
度

の
確
立
を
主
張
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
ン
オ
ピ
ニ
オ
ン

(〉

E
g
-
-
2
2
0℃-コ
-oロ
)

の
特
集
記
事
が
、
「
警
察
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

f:~ 
fiRU 

出
身
の
コ
プ
ト
人
の
左
派
に
属
す
る
人
物
で
あ
り
、
暴
力
革
命
を
標
傍
す
る

『
産
業
民
主
主
義
マ
ル
キ
ス
ト
同
盟

(豆
町
三
門
戸

g
m
5

の
役
員
で
あ
っ
て
、
「
共
産
主
義
前
衛
者
(
の
O
B
ヨ
5
2』玲
S
5『)
』
で
あ
り
、
共
産
主
義
者
組
織
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
『
全
米
法
律
家
組
合

3
Z
Z邑
o
E
-
F
Z百
円
加
。
5
5
)
」
の
役
員
で
も
あ
る
」
と
事
実
と
異
な
る
記
載
を
し
た
た
め
に
、
そ

同ロ【古田

E白
-umgon『
岱
門
司
)
』

の
弁
護
士
が
名
誉
致
損
訴
訟
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
に
よ
り
、

Z
刊
さ
ペ
。
央

d
s
a
判
決
以
降
、
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て

(
初
)

き
た
、
「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
の
適
用
範
囲
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
判
決
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
大
要
、
次
の
通
り
で

あ
る
o
Z
刊
さ
ペ
O

『
r
d
s
g
判
決
で
示
さ
れ
た
「
息
を
つ
く
余
地

(σ円g
E呂
田
宮
8
)」
の
確
保
と
い
う
第
一
修
正
の
要
請
は
、
重
要
で
は
あ

る
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
第
一

修
正
が
保
障
す
る
言
論
の
自
由
と
同
様
に
、
名
誉
保
護
も
人
間
の
本
質
的
な
尊
厳
を
基
本
原
理
と
す

(幻
)

る
憲
法
の
要
請
(
第
九
修
正
、
第

一
O
修
正
)
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
公
人
」
を
対
象
と
す
る

z
gミペ
O
美
、
『

5
2
判
決
の
ル
ー
ル
と

は
異
な
る
、
別
の
ル

l
ル
が
必
要
に
な
る
。
「
公
人
」
の
場
合
は
、
公
職
を
求
め
、
そ
の
地
位
に
就
い
た
が
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
、
自
ら
進

ん
で
有
名
に
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
自
ら
虚
偽
を
含
む
批
判
的
言
論
の
中
に
身
を
さ
ら
す
危
険
を
負
担
し
て
お
り
、
更
に
、
(
反
論
の
た
め
に
)

(泥
)

メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
す
る
能
力
も
大
き
い
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

言
論
に
は
言
論
で
対
抗
す
る
原
則
が
妥
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
私
人
」
は
、
言
論
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
脆
弱
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
の
名
誉
を
保
護
す
る
必
要
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
州
が
名

誉
段
損
法
を
制
定
す
る
場
合
、
「
私
人
」
に
対
す
る
名
誉
段
損
に
関
し
て
は
厳
格
責
任
に
よ
ら
な
い
限
り
(
何
ら
の
過
誤

(p
z
Z
)
も
な
し

に
責
任
を
課
す
も
の
で
な
い
限
り
|
多
く
の
州
は
「
過
失
(
ロ

a
z
m
g
g
)」
を
基
準
と
し
て
採
用
し
て
い
る
l
)
、
被
告
の
責
任
に
つ
い
て

(お
)

適
当
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
。
伺
コ
N

判
決
は

「
公
人

・
私
人
」

二
分
論
を
採
用
し
、
「
公
人
」
の
場
合
は

Z
刊
さ
ペ
O
長
国

B
g
判
決
が
示
し
た
よ
う
に
、
「
現

『

0
円

北j去55(2・90)524



実
の
悪
意
」

の
法
理
が
適
用
さ
れ
、
そ
れ
が

一
般
的
損
害
賠
償
お
よ
び
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
め
る
際
の
要
件
と
な
る
が
、
「
私
人
」

一
般
的
損
害
賠
償
を
求
め
る
に
は
「
過
失
」
の
立
証
で
十
分
で
あ
る
が
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
求
め
る
に
は
「
現
実
の
悪
意
」

(鈎
)

の
立
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
判
決
に
お
い
て
、
「
私
人
」
が
問
題
と
な
る
領
域
に
お
い
て
は
、
0
2
N
判

る
場
合
に
、

し
「
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
」

(
m
g
g
z
o
O
B
〈
・
冨
2
5
5
a
s
が
示
し
た
)
「
公
の
利
益
」
な
い

(お
)

の
存
在
を
考
慮
要
素
と
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
を
、
後
の
り
己
ロ
持
切
円
邑
m
R
2
2
。
5
2
5
0回
目

∞

g
E
R聞が、

決
が
先
例
と
な
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
。
2
R
判
決
が
否
定
し
た
は
ず
の

「公
人
・
私
人
」

二
分
論
に
ミ
ッ
ク
ス
す
る
形
で
援
用
し
て
い
る
。
「
私
人
」

で
は
な
い
事
案
で
あ
れ
ば
、
懲
罰
的
損

+
「
公
的
関
心
事
」

害
賠
償
も
可
能
と
な
る
。

つ
ま
り
、
「
公
的
関
心
事
」

の
場
合
、
「
過
失
」
を
立
証
す
れ
ば
、

一
般
的
損
害
賠
償
と

で
な
け
れ
ば
、
「
私
人
」

懲
罰
的
損
害
賠
償
の
両
方
が
認
め
ら
れ
る
形
へ
と
緩
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
手
法
は
、
名
誉
段
損
訴
訟
の
原
告
が
公
的
関
心
事
を

報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
の
被
告
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
に
は
、
当
該
報
道
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
、

(お
)

(

幻
)

E
E号
-15

Z
刊
さ
名
呂
町
吋
凹
〈
・

Z
4官
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

サイパースペースと表現の向山 (2) 

二
次
的
責
任
(
間
接
責
任
)

リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
で
問
題
と
な
る
の
は
、

表
現
者
自
身
が
対
象
と
な
る

一
次
的
責
任
で
あ
る
場
合
が
大
半
を
占
め
る
が
、
表
現
が
媒
体
を

通
し
て
伝
達
さ
れ
、
か
っ
、
そ
の
媒
体
の
管
理
・
所
有
主
体
と
表
現
者
自
身
と
が
誰
離
し
て
い
る
場
合
に
は
、

二
次
的
責
任
も
ま
た
問
題
と

(お
)

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
日
本
で
は
議
論
さ
れ
て
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
、
ア
メ
リ
カ
で
は
早
い
段
階
か
ら
判
例
の
集

(ぬ
)

積
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
=
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

①
書
籍
、
雑
誌
、
新
聞
等
の
パ
ブ
リ

y
シ
ャ
l

(宮
σ
-
5
2
H
発
行
者
)
は
、
内
容
に
つ
き
、
表
現
者
と
同
様
の
責
任
を
負
う
。
こ
の
場

で
あ

北i去55(2・91)525



説

合
、
名
誉
致
損
的
表
現
が
表
現
者
の
み
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l

発
行
者
)
が
そ
の
表
現
物
を
出
版
す
れ
ば
、

北法55(2・92)526

市有

自
ら
名
誉
段
損
的
表
現
を
行
っ
た
場
合
と
同
様
の
責
任
を
負
う
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ

l

(刊
)

の
過
程
を
通
じ
て
、
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

は
、
編
集

発
行
者
)

②
書
庖
、
図
書
館、

ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
と
い
っ
た
第
三
者
の
発
行
物
を
頒
布
す
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l

亘
書
吾
2
0
1
配
布
者
)

は
、
名
誉
致
損
的
表
現
の
存
在
を
「
知
っ
て
い
た

(
引
)

の
み
責
任
を
負
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
(
配
布
者
)
に
厳
し
い
責
任
を
課
す
と
、
国
民
の
表
現
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

(
必
)

著
し
く
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l

(wE宅
)
」
か
、
も
し
く
は
「
知
り
得
べ
き
で
あ
っ
た

(
町
田
己

5
8
0
2
円
。
言
。
さ
)
」
場
合
に

配
布
者
)
に
は
、
自
己
が
扱
う
出
版
物
の
中

に
名
誉
致
損
的
表
現
が
あ
る
こ
と
を
、
常
に
調
査
す
る
義
務
は
な
い
と
さ
れ
る
。

③
電
話
に
代
表
さ
れ
る
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア

ユ
ー
ザ
が
仮
に
他
人
の
名
誉
を
段
損
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ユ
ー

(
8
55
。
口
口
同
『
ユ
同
門
)

lま

ザ
の
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
れ
は
、

コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
が
原
則
と
し
て
、
全
て
の
ユ

l
ザ
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
点
に
加
え
て
、
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
に
法
的
責
任
を
追
及
し
た
場
合
、
そ
の
反
射
的
効
果
と
し
て
、
コ

(ね
)

(

糾

)

モ
ン
キ
ャ
リ
ア
が
通
信
内
容
に
介
入
し
て
、
通
信
シ
ス
テ
ム
自
体
の
信
頼
性
・
安
定
性
を
阻
害
す
る
こ
と
を
防
ぐ
点
に
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
。

(
必
)

な
お
、
こ
の
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
確
立
し
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
く
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
(
配
布
者
)

の
よ
う
に
捉
え
て
、
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
名
誉
致
損
的
表
現
を
含
む
内
容
を
伝
達
し
た
場
合
に
は
、
責
任
を
負
せ
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
一二

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
事
例
に
対
す
る
具
体
的
な
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
扱
う
こ
と
に
す
る
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
ケ
l

ス
で
は
、

一
次
的
責
任
(
直
接
責
任
)
に
つ
い
て
は
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
で
形
成
さ
れ
て
き
た
既
存
の
法
理
を
適
用
し
、
二
次
的
責
任
(
間

接
責
任
)
に
つ
い
て
は
、
(
最
初
の
段
階
で
は
)

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
、
特
に
、

パ
ブ
リ
ッ
シ
ヤ
|

(
発
行
者
)
も
し
く
は
デ
イ



ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l

(
配
布
者
)
に
な
ぞ
ら
え
て
、
情
報
媒
介
者
で
あ
る
プ
ロ
パ
イ
ダ
の
責
任
を
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

差
別
的
表
現(

必
)

差
別
的
表
現
(
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
)
で
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
な
ど
に
基
づ
き
、
「
他
人
に
対
し
、
怒
り
、
恐
怖
、
憤
慨
を
引
き
起
こ
す

こ
と
」
を
知
っ
た
う
え
で
、
十
字
架
焼
却
、
ス
ワ
ス
テ
ィ
カ
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
を
掲
げ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
、
セ
イ
ン
ト
・
ポ

l
ル
市
の
条

(
灯
)

例
が
違
憲
と
さ
れ
た
ケ
l
ス
、
お
よ
び
、
ネ
オ
ナ
チ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
家
社
会
主
義
党
(
米
ナ
チ
党
)
に
よ
る
デ
モ
行
進
の
規
制
が
問
題

(
必
)

と
な
っ
た
ケ
l
ス
を
扱
う
。

前
者
の
ケ
l
ス
は
、
白
人
居
住
区
に
住
む
ア
フ
リ
カ
系
移
民
で
あ
る
黒
人
の
家
の
庭
先
に
、
被
告
人
ら
が
「
燃
え
る
十
字
架
写
真
己
認

サイパースペースと表現の自由 (2) 

ロo
m
m
)
」
を
仕
掛
け
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
彼
ら
は
、
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、
信
条
、
宗
教
、
性
別
に
基
づ
き
、

他
人
に
対
し
、
怒
り
、

恐
怖
、

憤
慨
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
も
し
く
は
、
知
り
得
べ
き
相
当
の
理
由
を
持
っ
て
、
燃
え
る
十
字
架
も
し
く
は
ナ
チ
の

ス
ワ
ス
テ
イ
カ
を
含
む
が
そ
れ
に
限
ら
れ
な
い
シ
ン
ボ
ル
、
物
体
、
名
称
、
描
写
、
落
書
き
を
公
有
財
産
も
し
く
は
私
有
財
産
に
掲
げ
た
者
」

を
処
罰
す
る
と
規
定
し
た
、
「
セ
イ
ン
ト
・
ポ

l
ル
市
偏
見
を
動
機
と
す
る
犯
罪
条
例
(
巴

-Ez-
-出回目』冨
O
C
〈
同
お
与
の
コ
B
R
O
E
S
E
B
)
」
に

(

ω

)

(

印
)

違
反
す
る
と
し
て
、
起
訴
さ
れ
た
。

州
最
高
裁
で
は
、
同
条
例
の
規
制
の
対
象
は
、
(
U
E
1
5∞
ご
〈
-
Z
刊
さ
出
血
『
百
官
E
B
に
よ
り
第

一
一修
正
の

(日
)

適
用
外
で
あ
る
と
さ
れ
た
フ
ア
イ
テ
イ
ン
グ
ワ
l
ズ

(mZE
m
宅

oa∞H
「
け
ん
か
言
葉
」
)
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、
「
実
質

(
臼
)

的
に
過
度
広
汎
で
あ
り
な

5
5呂
田
口
可

O
〈刊号『
O
邑
)
(
憲
法
上
)
許
さ
れ
な
い
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
」
と
す
る
被
告
人
の
主
張
を
容
れ
な

か
っ
た
。

(日
)

こ
の
州
最
高
裁
の
判
決
に
対
し
て
、
サ
l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ

(sto--包)
が
認
め
ら
れ
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
り
審
理
が
行
わ
れ
た
。
ス
カ

北法55(2・93)527



説

リ
ア

(〉
ロ【
O
Eロ
ω
g
z同)
裁
判
官
に
よ
る
多
数
意
見
は
、

州
最
高
裁
も
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
件
条
例
が
、
従
来
か
ら
第

一
修
正
の
保

障
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
フ
ア
イ
テ
イ
ン
グ
ワ

l
ズ
を
専
ら
規
制
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、
信
条
、

(
M
)
 

宗
教
、
性
別
」
と
い
っ
た
観
点
(
〈
芯
宅
ち
百
円
)
な
い
し
主
題
(
田
口

ε由
主
に
基
づ
く
規
制
を
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
制
目
的
に
て
ら
し

て
内
容
中
立
的
な
他
に
選
、
び
う
る
手
段
が
残
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
り
、
文
面
上
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ

北法55(2・94)528

三子L、
両冊

ワ
イ
ト
(
切
三
O
ロ
列
・
者
E
B
)
裁
判
官
に
よ
る
同
意
意
見
(
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス

オ
コ
ナ

1
3
s
a
g
u
a
o
d
oロロ
O

『)
、

民
E
H・V7
〉・切
一白
n
r
E
Cロ
)、

(
旬
。

U
ロ
-
J
F
Z
一∞円四〈

g目
)

(
一
部
を
除
く
)

は
、
従
来
の
連
邦
最
高
裁
判
決
が
示
し
て
き
た
よ
う
に
、

の
三
裁
判
官
が
同
意
)

フ
ア
イ
テ
イ
ン
グ
ワ
l
ズ
に
対
す
る
表
現
規
制
は
第

一
修
正
の
問
題
を
引
き
起
こ
さ
な
い
が
、
本
件
条
例
の
場
合
は
、
州
最
高
裁
の
判
断
と

は
異
な
り
、
そ
の
射
程
が
フ
ア
イ
テ
ィ
ン
グ
ワ
l
ズ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
本
件
条
例
の
過
度
広
汎
性
が
問
題
と

な
る
、
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

後
者
の
ケ
l
ス
は
、
ネ
オ
ナ
チ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
家
社
会
主
義
党
(
米
ナ
チ
党
)
が
、
シ
カ
ゴ
郊
外
の
ス
コ

l
キ
村
(
こ
こ
に
は
、

二L

ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
の
生
き
残
り
も
数
多
く
い
た
と
い
わ
れ
る
)
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
独
ナ
チ
党
と
同
様
の
制

ス
ワ
ス
テ
イ
カ
を
掲
げ
、
か
っ
、
そ
の
腕
章
を
つ
け
て
村
内
を
デ
モ
行
進
す
る
計
画
を
立
て
た
た
め
に
、
ス
コ

l
キ
村
か
ら
デ

モ
の
差
止
め
を
求
め
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ

l
キ
村
が
、
に
わ
か
仕
込
み
で
制
定
し
た
、

ω村
内
で
の
(
五
O
人
以

(日
)

上
の
)
デ
モ
行
進
を
許
可
制
と
し
、
そ
の
デ
モ
行
進
を
担
保
す
る
た
め
の
保
証
金
の
納
付
を
定
め
、

ω
「
人
種
、
出
身
国
も
し
く
は
宗
教
を

(
白
川

)

理
由
と
し
て
、
他
人
と
敵
対
し
て
増
悪
を
か
き
立
て
る
」
類
い
の
文
書
等
の
街
頭
で
の
配
布
の
禁
止、

ωミ
リ
タ
リ
ー
・
ス
タ
イ
ル
で
の
デ

(
閉
山

)

(

防

)

モ
行
進
の
禁
止
を
目
的
と
し
た
、

三
つ
の
村
条
例
の
違
憲
性
を
争
う
訴
訟
が
米
ナ
チ
党
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
デ
モ
行
進
の
差
止
訴
訟
(
〈
千

ダ
ヤ
系
市
民
が
多
く
、
ま
た
、

服
を
着
て、

-白唱

え

拝
o
E
O
〈
-
Z呂。
E
一
∞
RHE--2目
V
R
q
o『〉
5
3
2
)
に
対
し
て
は
、
郡
巡
回
裁
判
所
に
お
い
て
、
デ
モ
行
進
の
際
の
、
①
米
ナ
チ
党

(的
)

の
制
服
の
着
用
の
禁
止
、
②
ス
ワ
ス
テ
イ
カ
の
表
示
の
禁
止
、
を
認
め
た
が
、
州
控
訴
裁
判
所
で
は
、
②
の
禁
止
に
限
定
さ
れ
、
州
最
高
裁



(ω) 

で
は
、
②
の
部
分
に
つ
い
て
も
認
め
な
か
っ
た
。
村
条
例
の
違
憲
訴
訟
百
三

E
〈・

ω
E
E
)
に
つ
い
て
は
、
特
に
、

ωを
定
め
た
条
例
が

(
川

町

)

争
点
と
な
り
、
連
邦
地
裁
に
お
い
て
は
、
「
思
想
の
自
由
市
場
」
論
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
憲
性
を
導
き
、
連
邦
控
訴
裁

判
所
で
は
、
「
不
快
な
言
論
を
政
府
が
規
制
し
う
る
の
は
、
聞
き
手
が
捕
ら
わ
れ
の
聴
衆

(
E主〈刊

E
岳

2
2
)
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」

(幻
)

と
の
、
従
来
か
ら
連
邦
最
高
裁
判
例
が
用
い
て
い
た
立
場
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
表
現
物
に
は
、
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
内
容

(mB江
口

8
2
8円
)
を
含
む
も
の
で
は
な
い
以
上
、
「
他
人
と
敵
対
し
て
増
悪
を
か
き
立
て
る
」
よ
う
な
文
書
の
配
布
の

(臼
)

規
制
は
第
一
修
正
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
本
件
条
例
を
違
憲
と
し
た
。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
へ
の
サ

l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
は
否
定

(ω
)
(日)

さ
れ
て
い
る
。ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
と
も
に
、
人
種
差
別
規
制
立
法
た
る
性
質
を
持
つ
、
(
人
種
差
別
の
よ
う
な
偏
見
に
基
づ

(ω
)
 

く
犯
罪
行
為
に
対
し
て
、
刑
を
加
重
す
る
も
の
)
が
、
第
一
修
正
に
反
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
、
者
5
0
5
5
〈
目
冨
F
R
Zロ
に
お
い
て
、

連
邦
最
高
裁
は
、

な
お
、

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
を
規
定
す
る
州
刑
法
は
第
一
修
正
に
向
け
ら
れ
た
行
為
と
は
い
え
な
い
の
で
合
憲
と
判
断
し
て
い
る
。

サイパースペースと表現の自由 (2) 

第
四
節

括

以
上
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制

が
、
裁
判
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
き
た
。
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
、
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
表
現
と

し
て
は
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
を
中
心
と
す
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
、
名
誉
致
損
的
表
現
、

差
別
的
表
現
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

い
ず
れ
も
、
「
二
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
い
し

つ一
元
論
」
が
認
め
て
き
た
二
つ
の
極
の
う
ち
、
憲
法
上
保
障
が
及
、
ば
な

が
、
こ
れ
ら
は
、

い
「
段
階
」
な
い
し
「
次
元
」

で
あ
る
か
、
そ
う
で
は
な
く
と
も
、
そ
の
周
囲
に
存
在
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

北法55(2・95)529



説

そ
の
た
め
も
あ

っ
て
、
例
え
ば
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
に
つ
い
て
、
奥
平
康
弘
教
授
が
「
あ
る
意
味
で
は
あ
ま
り
快
く
も
な
く
、
若
干
喜
劇

(
幻
)

的
な
要
素
も
あ
る
主
題
で
も
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
表
現
の
自
由
論
の
表
舞
台
で
堂
々
と
論
じ
ら
れ
る
テ

(ω) 

l
マ
で
は
な
か
っ
た
し
、
名
誉
段
損
的
表
現
に
あ
っ
て
は
、
「
名
誉
致
損
法
制
に
お
け
る
憲
法
論
の
不
在
」
が
問
題
視
さ
れ
、
「
不
在
」
状
態

ラょ、
員団

か
ら
の
「
脱
出
」
が
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ

の
表
現
形
態
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
)
は
、

リ
ア
ル

ス
ペ

ー
ス
上
で
あ

っ
て
も
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
議
論
が
必
要
な
領
域
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
サ
イ
バ

ー
ス

ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制
を
そ
の
主
題
と
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
表
現
が
も
た
ら
す
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
へ
の
影
響
評
価
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
。
(
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
が
)
仮
に
、
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
上
の
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
よ
う
な
表
現
が
「
瑛
末
な
」
問
題
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
規
制
が
(
少
な
く
と
も
現
在
の
)
中
心
的
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
解
決
方
策
い
か
ん
が
サ
イ
バ

ー

ス
ペ
ー
ス
の
将
来
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
大
き
く
左
右
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
詳
細
な
議
論
を
回
避
し
た
ま
ま
表
現
内
容

規
制
を
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

次
章
以
降
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
問
題
を
扱
う
が
、
具
体
的
な
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制
の
検
討
に
先
立
つ

て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
原
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
従
来
の
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由

論
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
形
で
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

(
l
)
「名
誉
段
損
を
犯
罪
と
し
て
訴
追
す
る
例
は
、
英
国
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
比
較
的
、
稀
れ
で
あ
る
」
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
「
川
沿
革
的
に
、
初
期
か
ら
、
名
誉
段
損
は
民
事
上
の
不
法
行
為
と
し
て
の
み
取
扱
わ
れ
て
お
り
、
民
事
的
救
済
を
与
え
る
こ
と
に
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サイパースペースと表現の自由 (2) 

主
た
る
目
的
が
存
し
、
治
安
の
維
持
は
目
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
凶
治
安
の
維
持
の
た
め
に
、
名
誉
致
損
を
犯
罪
と
し
て
処

罰
す
る
の
は
、
限
ら
れ
た
事
例
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
」
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
模
範
刑
法
典
(
豆
色
白

-
F
E}

の
色
町
)
に
お
い
て
も
、

一
般
的
に
名
誉
致
損
を
犯
罪
と
は
規
定
し
て
お
ら
ず
(
た
だ
し
、
州
刑
法
に
よ
り
規
制
を
行
っ
て
い
る
所
は
存
在
す
る
)
、

例
外
的
に
、
フ
ア
イ
テ
イ
ン
グ
ワ
l
ズ
(
出
辛
苦
加
宅
。
三
回
)
の
よ
う
に
治
安
を
乱
す
名
誉
致
損
や
集
団
に
対
す
る
名
誉
致
損
(
加
『
O

名

5
5
を

犯
罪
と
し
て
処
罰
す
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
る
(
塚
本
重
頼
『
英
米
法
に
お
け
る
名
誉
投
損
の
研
究
』
(
中
央
大
学
出
版
部

・
一
九
八
八
年
)

四
三
四
l
四
三
五
頁
、
更
に
、
松
井
茂
記
「
名
誉
致
損
と
表
現
の
自
由
(
一
)
|
憲
法
的
名
誉
毅
損
法
の
展
開
に
向
け
て
|
」
民
商
八
七
巻
四

号
五
三
五
五
、
六
O

六
一
頁
、
清
水
英
夫

『言
論
の
自
由
は
ガ
ラ
ス
の
城
か
』
(
三
省
堂

・
一
九
九
九
年
)

一
一一七

一
二
八
頁
、
清
水
英

夫
「
刑
事
名
誉
致
損
と
表
現
の
自
由
l
あ
る
名
誉
致
損
事
件
に
お
け
る
意
見
陳
述
|
」
『
法
と
情
報
石
村
善
治
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
(
信
山

社

・
一
九
九
七
年
)

二
O
七
|
二
O
八
頁
)
。

(2)
「
主
に
不
法
行
為
訴
訟
に
お
い
て
、

加
害
行
為
の
悪
性
が
高
い
場
合
に
、

加
害
者
に
対
す
る
懲
罰
お
よ
び
一
般
的
抑
止
効
果
を
目
的
と
し
て
、

通
常
の

8
5宮
口
由
民

oミ

e
s
a
g
(填
補
損
害
賠
償
)
の
ほ
か
に
認
め
ら
れ
る
損
害
賠
償
。」

「悪
意
、
害
意
に
よ
り
ま
た
は
重
大
な
危
険
を
ま
っ

た
く
無
視
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
非
難
性
が
大
き
い
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。」

田
中
英
夫
編
『
英
米
法
辞
典
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・

一
九
九

一

年
)
六
八
五
頁
。

(3)
特
権
(
宝
三
一花
開
)
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
は
、
「
公
正
な
評
論
」
の
特
権
と
「
公
正
な
報
道
」
の
特
権
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
公
正
な

評
論

(
PR

B
ヨ
5
2円)
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
名
誉
致
損
責
任
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
(
た
だ
し
、
こ
の
特
権
は
、

事
実
が
真
実
で
あ
る
場

合
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
、
評
論
が
公
正
で
あ
る
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
)
、
後
者
は
、
訴
訟
手
続
な
ど
の
報
道
に
お
い

て
名
誉
致
損
的
表
現
を
公
正
に
報
道
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
名
誉
段
損
を
繰
り
返
す
者
は
等
し
く
名
誉
致
損
責
任
を
負
う
と
い
う
コ
モ
ン

ロ
ー
に
お
け
る
例
外
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
(
松
井
茂
記
「
名
誉
致
損
と
表
現
の
自
由
」
山
田
卓
生
編
集
代
表

『新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講

座

2
1
権
利
侵
害
と
被
侵
害
利
益
|
』
(
日
本
評
論
社
・

一
九
九
八
年
)
九
六
頁
)
。
こ
の
二
つ
は
限
定
的
特
権
と
さ
れ
、
濫
用
に
渡
ら
な
い
限

り
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
立
法
者
の
院
内
で
の
発
言
や
、
訴
訟
手
続
上
、
訴
訟
関
係
者
に
認
め
ら
れ
る
特
権
は
、

絶
対
的
に
免
責
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
(
松
井
茂
記
「
Z
9
そペ
O
兵

d
s
g
判
決
の
法
理
の
再
検
討
」
民
商

一一

五
巻
二
号
四
頁
)
0

特
権

事
項
に
つ
き
、
望
月
礼
二
郎

『英
米
法
〔
新
版
〕
』
(
青
林
書
院

一
九
九
七
年
)
二
四
五

二
四
八
頁
参
照
。

(4
)
清
水
公

一
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
法
理
と
し
て
の
名
誉
投
損
法
『
現
実
の
悪
意

(R
E
包
ヨ
同
一片
刊)』

の
法
理
の
新
展
開

」
法

北法55(2・97)531



学
政
治
学
論
究
二
号
二
三
一
頁
。

(
5
)
Z
9
ミベ
O
『

r
ヨ
ヨ
何
回
〈
・
印

E=】〈
g
・
3
E
C
∞

NE(]甲
宏
)
上
記
の
注
の
ほ
か
、
久
保
田
き
ぬ
子
「
〔
最
近
の
判
例
〕
F
F
刊
一
と
言
論
の
自
由
」
ア
メ

リ
カ
法

(一

九
六
五
)

一
三
九

|
一
四

一
頁
、
堀
部
政
男
「
名
誉
致
損
と
言
論
の
自
由
」
英
米
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕
五
O
l
五

一一
貝
、
松
井

茂
記
「
名
誉
毅
損
と
表
現
の
自
由
(
二
)
l
憲
法
的
名
誉
段
損
法
の
展
開
に
向
け
て
」
民
商
八
七
巻
五
号
二
六
頁
以
下
、
清
水
公

一
「
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
表
現
の
自
由
と
名
誉
権
の
調
整
l
学
説
の
新
動
向
|
」
法
学
政
治
学
論
究

一
O
号

一
七
七
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
法
理
|
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
|
』
(
嵯
峨
野
書
院

・
二
O
O
一
年
)

二
O
O
|
二
O
二
頁
、
喜
田
村
洋

一
『
報
道
被
害
者
と
報
道

の
自
由
』
(
白
水
社
・

一
九
九
九
年
)

二
八
|
四
八
頁
参
照
。

(6)
奥
平
康
弘
教
授
は
、Z
9
ミベ
2
r
d
g
g
判
決
が
名
誉
致
損
法
制
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
「
し
ゃ

べ
っ
た
り
、
書
い
た
り
し
た
こ
と
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
社
会
秩
序
を
乱
し
た
こ
と
に
当
た
り
、
犯
罪
あ
る
い
は
不
法
行
為
を
構
成
す

る
と
い
う
伝
統
的
な
Z

印
刊
住
吉
==
コ
ン
セ
プ
ト
を
否
定
し
去
っ
た
」
こ
と
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る

(奥
平
康
弘

『
「
表
現
の
自

由
」
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
権
利
獲
得
の
軌
跡
l
』
(
岩
波
書
庖

・
一
九
九
九
年
)
二
五
六
|
二
五
七
頁
)。

(7
)
之
内
ぜ
て
苫
込
コ
ヨ
2
・凶斗
B
C
M
-
R
M
3
P
M
3
こ
こ
で
は
、
広
告
の
全
一
O
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
う
ち
、
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
及
び
第
六
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お

け
る
記
述
の
不
正
確
さ
が
問
題
と
な
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
点
は
、
全
部
で
七
ケ
所
ほ
ど
あ
る
が
、
特
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
警
察
が
学
校

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
包
囲
し
た
と
広
告
に
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
集
結
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
キ
ン
グ

牧
師
は
七
回
逮
捕
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
四
回
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

(8
)
州
最
高
裁
の
判
断
は
、

zm宅
J

ヘO
央
、叶
=
百
回
〈
・
∞
三
一
-
S
F
S
U
〉

E・

5小
(
}
唱
。

M
)

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
、
何

等
の
拘
束
も
受
け
ず
に
思
想
の
交
換
を
行
う
こ
と
は
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
あ
る
表
現
が
名
誉
致
損
に
あ
た
る

か
ど
う
か
の
判
断
も
言
論
の
自
由
を
保
障
し
た
第

一
修
正
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
が
、
州
最
高
裁
は
こ
の
立
場
を

否
定
し
、
伝
統
的
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
で
名
誉
鍛
損
の
成
立
を
認
め
、
五
O
万
ド
ル
の
賠
償
を
命
じ
た
。
州
裁
判
所
に
お
け
る
経
過
に
つ
い

て
は
、
塚
本

・
前
掲
書
[
注
1
]
三
O
O
l
三
O
二
頁
参
照
。

(9
)
之
内
さ
さ
込
自
主
2
・
3
a
c
∞
・
民
自
O

(
叩
)
ミ
・

(日
)
こ
れ
ら
と
と
も
に
、
ブ
レ
ナ
ン

説
吾ふ

日間

北法55(2・98)532

(
t
さ
一
5
5
』
・
回

B
E
g
-
可-
)
裁
判
官
は
、

「
誤
っ
た
言
説
は
自
由
な
討
論
に
お
い
て
不
可
避
な
も
の
で
あ
る
。



サイハースペースと表現の自由 (2) 

言
論
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
、
息
を
つ
く
余
地

(σ『

g
E話
回宮口刊
)
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
種
の
言
論
も
保
護
さ
れ

る
必
要
が
あ
る」

と
述
べ

(
当
a
C
め
・
民
自
ア
出
N
)
、
自
由
な
討
論
に
お
け
る
誤
謬
の
不
可
避
性
を
承
認
し
て
い
る
。
な
お
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
1

グ

(E
Zこ
。

oEσ
旬
開
)
裁
判
官
の
補
足
意
見
(
ダ
グ
ラ
ス
(
ま-一
E
B

O

U

E包目
的
)
裁
判
官
が
同
意
)
に
お
い
て
も
、
「
息
を
つ
く
余
地
」
の

説
示
が
出
て
く
る

(
ミ
・
箆
邑
∞
)。

(ロ
)
「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
に
お
け
る
検
討
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
奥
平
・
前
掲
『
「
表
現
の
自
由
」
を
求
め
て
』
[
注
6
]
一
一一一一六
1

二
三
七
頁
。

(凶
)
之
内
ぜて
}
、
。
込
討
吉
町F
U
斗B
C
∞
・2
M

斗
唱tM
∞。

(日
)
ブ
ラ
ッ
ク
(
出
品
。
「
回
一R
r
)
裁
判
官
と
ゴ

ー
ル
ド
パ

l
グ
裁
判
官
の
補
足
意
見
(
ダ
グ
ラ
ス
裁
判
官
が
同
意
)
で
は
、
本
件
の
よ
う
な
表
現

に
対
し
て
、
絶
対
的
な
免
責
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
(
ミ
巳

N
3・包凶
)。

(凶
)
Z
9ミ
ペO
兵
叶
百
四
間
判
決
に
、
伝
統
的
な
コ

モ
ン
ロ
ー
の
法
理
を
適
用
す
る
と
、
「
公
表
さ
れ
た
言
葉
が
あ
る
人
の
名
声
や
職
業
に
つ
い
て
一評
価

を
低
め
、
犯
罪
の
嫌
疑
を
か
け
、
ま
た
は
公
衆

一
般
の
侮
蔑
の
対
象
と
さ
せ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
当
然
に
名
誉
致
損
は
成
立
す
る
。
金
銭

的
な
損
害
の
発
生
を
立
証
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
ず
、
そ
の
言
葉
が
す
べ
て
真
実
で
あ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
。

さ
ら
に
、
現
実
の
悪
意
が
あ
れ
ば
、
実
際
の
損
害
額
と
は
無
関
係
に
懲
罰
的
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
、

真
実
と
信
じ
る
相
当
な
理
由
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
悪
意
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」

こ
と
に
な
る
(
紙
谷
雅
子

「
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
現
実
の
悪
意
|
公
的
な
人

物
に
対
す
る
名
誉
鍛
損
|
」
法
教
二
三
六
号

一
五
頁
)
。

(げ
)
紙
谷
・
上
掲
論
文

二
ハ
頁
。

(凶
)
F
O
E
-
E
E〈
-
C
E
-
-
8
P
M主
E
・叶
∞斗(一
ま
凶)心
。白
E
8
2〈
e
F
0
5
2
2
P
凶示

C
-∞
ま
吋
(右主)・

ま
た
、

州
最
高
裁
が
説
示
し
た
「
現
実
の
悪
意
」

に
つ
い
て

史
〉
5
8
2
叶
ZOヨ
宮
o
=
咽凶

g
c・∞
己
斗
(
}
甲
小
∞
)
は、

Z
9
セ
ベ
Q
r
d
5
2
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、
「
被
告
が
、
実
際
、
自
ら
の
公
表
の

真
実
性
に
つ

い
て
重
大
な
疑
問
を
抱
い
た
と
い
う
結
論
を
許
す
の
に
十
分
な
論
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
も
っ
て
公
表

す
る
こ
と
が
、
真
実
性
ま
た
は
虚
偽
性
に
対
す
る
無
謀
な
無
視
を
示
し
ま
た
は
現
実
の
悪
意
を
実
証
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
判
示
し
た
(
堀
部
・

前
掲
「
名
誉
致
損
と
言
論
の
自
由
」
[
注

5
]
五

一
頁
参
照
)。

な
お
、
事
案
は
、
政
見
放
送
中
に
、
第
三
者
が
書
い
た
現
職
者
に
対
す
る
名
誉

致
損
的
文
書
を
朗
読
し
た
候
補
者
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
に
対
す
る
誤
謬
性
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
政
見
放
送
に
お
い
て
も
無
謀

な

(
円四
n
E
g
∞
)
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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説

(印

)
m
o
m
刊
ロ
豆
ロ
ロ
〈
・
回
白
2
・
凶
∞
凶
己
的
、
改(一甲小品)・

(却
)
注目【∞凶・

(幻
)
の
己コ
Z

F
EEd-ロ
加
〈
・
回
三
F
凶∞∞

C
め
・
己
C

(

}

申
告
)
堀
部
政
男

「〔最
近
の
判
例
〕
公
人
に
対
す
る

-E巴

と
一言
論
の
自
由
」
ア
メ
リ
カ
法
(
一

九
六
九
l

こ

六

四
頁
以
下
、
T
・
I
・
エ
マ
ス
ン

・
木
下
毅

『現
代
ア
メ
リ
カ
憲
法
』
(
東
京
大
学
出
版
会

・
一
九
七
八
年
)一

八
三
頁
参院…
。

(辺
)
〉
匂
・
〈
毛
色

w
p
凶∞∞
C-
∞
・
5
0
つ
ま
斗
)
・堀
部
・
上
掲
論
文
六
五
頁
以
下
、
エ
マ
ス
ン

・
木
下
毅
・
上
掲
書

一
八
三
頁
参
照
。

(お
)
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
問
題
と
な
っ
た
目
ヨ
刊
〈

E
z
f
u
∞
2
」
・
∞
当
品
(
]申
告
)
に
お
い
て
、

「本
件
は
私
人
が
偶
然
、

事
件
に
ま
き
こ
ま

れ
た
ケ
1
ス
で
あ
り
名
誉
致
損
に
基
づ
く
訴
え
で
は
な
い
。
し
か
し
、
事
実
誤
認
の
報
道
を
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
両
者
は
密
接
な
関
係
が
あ

る
。
そ
れ
故
、
本
件
に
お
い
て
も
Z
9ミペ
O

円r
d
g
g
事
件
の
標
準
が
応
用
で
き
る
」
と
し
た

(西
川
理
恵
子
「
民
事
上
の
プ
ラ
イ
ヴ

7
ン
l
の

権
利
の
侵
害
」
英
米
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕
五
O

五

一
頁
)
。
更
に
、
堀
部
政
男
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
表
現
の
自
由
|
ア
メ
リ
カ
連
邦

最
高
裁
の
最
近
の
判
決
を
め
ぐ
っ
て
!
新
研
一

九
六
七
年
八
月
号
六
三
頁
以
下
、
奥
平
・

前
掲

『
「
表
現
の
自
由
」
を
求
め
て
』
[注
6
]
二
七

五
l
二
七
七
頁
参
照
。

(M
)
玄

o
=
=
2
3円コ
O
【〈
-
-
N
O〕
子
品
。
一

-C
-
∞
-Mg(
-3
-)・

(お
)
O
n
z
g
R
B
W
S口開『〈
・ロ白召『
O
p
s
-
C
∞
巴
凶

(-33・

(
部

)

河
O
日

g
z
o
o
g
〈・
ζ
2
8
ヨ
旦
-
P
ム
o
u
d
-∞
巴
(
}
泊
三
)
・
エ
マ

ス
ン
・
木
下
毅

・
前
掲
書

[
注
幻
]

一
八
四
頁
参
照
。

(幻
)
た
だ
し
、

m
g
g
z
o
o
g
〈・冨
2
8
ヨ

asに
お
け
る
相
対
的
多
数
意
見
が
示
し
た
手
法
は
、
。

2
N判
決
に
よ
り
、
明
示
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

(
見
)
。
R
R
〈
列

OFE
者四一円
F
全
∞
己
的
・
凶
出
会
ヨ
品
)
・
堀
部
政
男

「〔最
近
の
判
例
〕
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
の
自
由
と
私
的
個
人
の
名
誉
の

保
護
」
ア
メ
リ
カ
法
(
一
九
七
六
1

一)

一一

回

|
一一

九
頁
、
松
井
茂
記
「
名
誉
致
損
と
表
現
の
自
由
主
一)
|
憲
法
的
名
誉
致
損
法
の
展

開
に
向
け
て
|
」
民
商
八
七
巻
六
号
二
七
l
三
八
頁
、

塚
本

・
前
掲
書

[注
l
]
四
二
五
頁
以
下
、
エ
マ
ス
ン

・
木
下
毅

・
前
掲
書

[
注
幻
]

一
八
五

一
八
七
頁
、
阪
本
昌
成

『情
報
公
開
と
表
現
の
自
由
」
(
成
文
堂

・
一
九
八
三
年
)

一
四
九
頁
以
下

(特
に、

一
五
六
一
五
八
頁
)
、

清
水
公
一

・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
法
理
と
し
て
の
名
誉
段
損
法
」

[注
4
]
一一一二五
l
二
三
七
頁
、
駒
村
・
前
掲
書
[注
5
]

二
O
二
l
二
O
三
頁
、
喜
田
村
・
前
掲
書

[注
5
]
一一一一
七
1

一
六
二
頁
参
照
。

(却
)
イ
リ
ノ
イ
北
部
地
区
連
邦
地
裁

(凶
忠
明

-E
宅
事
斗
(Z
・0
・同一

--30))
、
第
七
控
訴
裁
判
所

(さ

-m
泣
き
一
(
記
E
C円・
5
は
)
)
は
い
ず
れ
も
、

北法55(2・100)534

吾ふ

日間l



サイパースペースと表現の自由 (2) 

「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。

(
却
)
。

2
N
判
決
と
同
様
の
立
場
は
、

d
B刊〈・
2
5
2
8
p
b
#
C
∞
・
主
∞
(
石
斗
品
)
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
(
堀
部
・
前
掲
「
名
誉
致
損
と
言
論
の
自

由
」
[
注
5
]
五
一
頁
)
。
な
お
、
。
刊
号
判
決
の
ケ
l
ス
は
、
「
公
務
員
」
お
よ
び
「
公
的
人
物
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、
「
公
の
利
益
」

に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
(
エ
マ
ス
ン

・
木
下
毅
・
前
掲
書
[
注
幻
]
一
八
五
頁
)
。
更
に
、
紙
谷
雅
子

「〔最
近
の
判
例
〕
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ

ア
の
表
現
の
自
由
と
私
的
個
人
の
名
誉
の
保
護
、
公
的
人
物
の
区
別
」
ア
メ
リ
カ
法
(
一
九
七
八
|
一
)
一
一

O

一一

四
頁
参
照
。

(訂
)
こ
こ
で
は
、
「
公
人
」
を
「
公
務
員
(
な
い
し
公
職
者
ご
と

「
公
的
人
物
」
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
松

井
茂
記
教
授
は
、
「
公
職
者
」
は

「
単
な
る
公
務
員
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
二
疋
の
政
治
的
権
限
を
も
っ
要
職
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
公
的
人
物
」
に
は
、
三
つ
の
類
型
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
そ
の
第

一
は
、
そ
の
す
べ
て
の
側
面
に
お
い
て
『
公
的
人
物
』

と
見
ら
れ
る
よ
う
な
著
名
人
で
あ
り
、
『
全
面
的
公
的
人
物
』
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
は
、

二
疋
の
公
的
論
点
に
み
ず
か
ら
自
発
的
に

そ
の
身
を
投
じ
た
限
定
的
な
『
公
的
人
物
』
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
公
的
論
点
と
の
関
わ
り
で
限
定
的
に
の
み
『
公
的
人
物
』
と
認

め
ら
れ
る
。
『
自
発
的
限
定
的
公
的
人
物
』
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
二
疋
の
公
的
論
点
に
、
み
ず
か
ら
の
意
思
と
か
か
わ
り
な
く
そ
の
身
を

投
げ
込
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
。
『
非
自
発
的
限
定
的
公
的
人
物
』
で
あ
る
」
(
松
井
・
前
掲
「
名
誉
致
損
と
表
現
の
自
由
」
[
注
3
]

一
O
O
頁))。

連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
「
八
ム
人
」
の
特
徴
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
責
任
で
公
衆
の
自
の
中
に
み
ず
か
ら
を
置
い
た
こ
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
反

論
の
た
め
ア
ク
セ
ス
し
う
る
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
た
め
、
最
近
の
判
例
は
、
と
り
わ
け
、
「
非
自
発
的
限
定
的
公
的
人
物
」
の
範
囲
を
か
な
り

限
定
的
に
解
釈
す
る
傾
向
に
あ
る
(
松
井
・
前
掲
「
2
9ミペ
O
央

4
5
2
判
決
の
法
理
の
再
検
討
」
[
注
3
]
九
百
円
、
松
井
茂
記
「
名
誉
致
損
と
表

現
の
自
由
(
四
・
完
)

l
憲
法
的
名
誉
致
損
法
の
展
開
に
向
け
て
」
民
商
八
八
巻

一
号
五
二

六
O
頁
)
。

(幻
)
C
同ミ
N
-

企
∞
ピ
・∞・
2
凶品凶・

(
お
)
清
水
公
一

・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
法
理
と
し
て
の
名
誉
段
損
法
」
[
注
4
]
二
三
五
|
一
一
一
一
一
七
頁
。

(M)
松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
〔
第
5
版
〕
』
(
有
斐
閑
・
二
O
O
四
年
)
一
七
二
l

一
七
回
頁
、
松
井

・
前
掲
「
z
g
ぞ
ペ
O
畏
目
『
吋

5
判
決

の
法
理
の
再
検
討
」
[
注
3
]
六
|
一

O
頁
、
紙
谷
・
前
掲
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
現
実
の
悪
意
」
[
注
凶
]

一
六
頁
。

(
お
)
ロ

E
hw回
円
邑
喜
四
伺

:
-
p
m
2
5
0回
目
回
E
-
一号
F
5
M
C
∞
-
手
甲
(
-由
∞
凶
)
・
紙
火
口
雅
子
「
〔
最
近
の
判
例
〕
私
人
に
関
わ
る
私
的
関
心
事
に
関
す
る
名

誉
致
損
と
な
る
虚
偽
の
叙
述
は
懲
罰
的
損
害
賠
償
に
現
実
の
悪
意
の
立
証
を
必
要
と
す
る
公
的
関
心
事
で
は
な
い
と
し
た
事
例
」
ア
メ
リ
カ
法

(一

九
八
七
|
一一)
四
一一一
|
四

一
七
頁
、
清
水
公
一

・
前
掲

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
法
理
と
し
て
の
名
誉
致
損
法
」
[
注
4
]
二
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説

三
九
l
二
四
二
頁、

北
岡
守
「
名
誉
致
損
法
と
修
正
第

一
条
最
近
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
判
例
を
中
心
と
し
て
l
」
青
法
二
九
巻
二
号

九
五

|
九
八
頁
参
照
。

(
お
)
同VE
-
-
包
巳
耳
目
白

z
ga宮℃
刊『凹〈・

2
8予
5
u
d
-
∞
・
ぷ
吋
(
}
混
血
)
・紙
火
口
雅
子
「
〔
最
近
の
判
例
〕
新
聞
が
公
的
関
心
事
に
つ
い
て
公
表
し
、
名
誉
を

段
損
し
た
な
ら
ば
、
私
人
た
る
原
告
は
、
被
告
の

P
E
E
の
み
な
ら
ず
、
叙
述
の
虚
偽
性
を
立
証
し
な
け
れ
ば
、
損
害
を
回
復
で
き
な
い
」
ア
メ

リ
カ
法
(
一
九
八
七
|
一
)
一
一
一
七
|
一
一
一
一
一
頁
、

北
岡
・

上
掲
論
文
九
九

|
一
O
二
頁
参
照
。

(
幻
)
そ
の
他
、
検
討
す
べ
き
判
例
と
し
て
、
公
人
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
不
法
行
為
と
し
て
の
「
故
意
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
の
加
害
」
に
対
し
て

も
「
現
実
の
悪
意
」
の
法
理
で
判
断
を
行
っ
た
、
E
E
E
q
g
a
R百
四〈
・
3
75
=-AF∞u
C
印
・
念
(
一
泊
∞∞
)
等
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

(
お
)
わ
が
国
に
お
い
て
、
二
次
的
責
任
(
間
接
責
任
)
の
問
題
と
し
て
、
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
①
出
版
社
の
責
任
、
②
配
信
サ
l

ビ
ス
の
抗
弁
、
①
広
告
媒
体
の
責
任
、
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
も
見
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
も
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
(
た
だ
し
、
扱
い
方
が
異
な
る
点
に
注
意
)
。
わ
が
国
で
は
、
例
え
ば
、
モ
デ
ル
小
説
の
事
案
に
つ
い
て
、
書
籍
の
流
通
シ
ス
テ
ム
や

そ
の
内
容
を
勘
案
し
て
個
別
的
に
責
任
追
及
の
対
象
を
検
討
す
る
し
か
な
い
、
と
の
立
場
か
ら
、
文
庫
本
に
お
い
て
「
発
行
所
」
と
さ
れ
て
い

る
出
版
社
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
販
売
業
務
を
他
社
に
代
行
さ
せ
て
い
る
場
合
に
は
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
ケ
l
ス

(大
阪
地
判
平
成

七
年

二
一
月

一
九
日
判
タ
九
O
九
号
七
四
頁
)
が
あ
る
(
の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所
一編
『
被
害
の
実
態
と
そ
の
対
策
実
務
名
誉
段
損
』
(
商
事

法
務
研
究
会
・
一

九
九
八
年
)
二

O
頁)。

ま
た
、
出
版
社
の
責
任
を
認
め
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
「
宴
の
あ
と
」
事
件

(
東
京
地
判
昭
和
三
九
年

九
月
二
八
日
判
時
三
八
五
号

一
二
頁
)
が
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
理
由
と
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
元
々
「
中
央
公
論
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
小
説
を
あ
え
て
「
新
潮
社
」
が
書
籍
化
し
た
点
を
捉
え
て
、
出
版
社
で
あ
る
「
新
潮
社
」
に
対
し
て
も
責
任
を
認
め
て
い

る
(
五
十
嵐
清
・

田
富
裕
『
名
誉
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
(
有
斐
閣
双
書

・
一
九
六
八
年
)

一
四
四

一
四
九
頁
。
更
に
、
五
十
嵐
清
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
権
利
|
『
宴
の
あ
と
事
件
』
」
マ
ス
コ
ミ
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕
一
一

一一一
!

一
二
三
頁
、
松
本
昌
悦
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
表
現
の
自
由
|

『宴
の
あ
と
事
件
』
」
憲
法
判
例
百
選
I
〔第
四
版
〕
一
一
一
一
八
l

一
三
九
頁
参
照
)
。

次
に
、
②
に
つ
い
て
は
、
最
近
ま
で
、
最
高
裁
の
判
断
は
下
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
従
来
の
下
級
審
に
お
い
て
は
、
成
立
阻
却
事
自
の
相
当

性
の
部
分
で
こ
の
点
を
判
断
し
て
お
り
、
「
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
抗
弁

(き
お
お

2
3
含『
E
8
)」
を
肯
定
す
る
判
決

(
東
京
高
判
平
成
七
年
三
月

二
九
日
判
時
二
ハ
O
八
号

一
O
七
頁
、
東
京
高
判
平
成
七
年

二
一
月
二
五
日
判
タ
九
二
三
号
二一

九
頁
等
)
と
否
定
す
る
判
決

(東
京
高
判
平

成
八
年
四
月
二
六
日
判
時

一
六
O
八
号

一
O
七
頁
、
東
京
高
判
平
成
八
年
五
月
二
O
日
判
タ
九

一
八
号

一
七
八
頁
等
)
)
が
相
半
ば
し
て
い
た
が
、
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サイパースペースと表現の自由 (2) 

平
成

一
四
年

一
月
二
九
日
の
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
は
、
「
新
聞
社
が
通
信
社
か
ら
配
信
を
受
け
て
自
己
の
発
行
す
る
新
聞
紙
に
掲
載
し
た
記

事
が
上
記
の
よ
う
な
報
道
分
野
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
他
人
の
名
誉
を
鍛
損
す
る
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
掲
載
記
事

が
上
記
の
よ
う
な
通
信
社
か
ら
配
信
さ
れ
た
記
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
は
、
記
事
を
掲
載
し
た
新
聞
社
が
当
該
配

信
記
事
に
摘
示
さ
れ
た
事
実
に
確
実
な
資
料
、
根
拠
が
あ
る
も
の
と
受
け
止
め
、
同
事
実
を
真
実
と
信
じ
た
こ
と
に
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る

と
ま
で
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
当
該
新
聞
社
に
同
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
(
裁
時
一

三
O
八
号
一
一
頁
)
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
平
成

一
四
年
三
月
八
日
の
目
取
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決

(判
時

一
七
八
五
号
三
八
頁
以
下
)
に
お
い

て
も
、
結
論
に
お
い
て
は
、
「
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
抗
弁
」
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る

(こ
の
判
決
に
は
、
梶
谷
玄
裁
判
官
反
対
意
見
等
、
注
目
す

べ
き
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
)
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
「
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
抗
弁
」
と
し
て
、
例
名
誉
致
損

と
し
て
問
題
と
な
っ
た
当
該
記
事
が
、
一
般
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
情
報
収
集
機
関
か
ら
配
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
川
右
記
事
を
掲
載

し
た
被
告
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
当
該
記
事
の
内
容
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
例
配
信
さ
れ
た
記
事
に
実
質
的
な
修
正
変

更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
こ
と
、

ω当
該
記
事
の
内
容
が
そ
の
文
面
だ
け
で
判
断
し
た
と
き
に
不
正
確
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
の
疑
い
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
、
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
記
事
の
配
信
を
受
け
て
こ
れ
を
掲

載
し
た
新
聞
社
等
の
報
道
機
関
は
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
す
る
法
理
が
確
立
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
(
こ
の
法
理
を
示
し
た
代
表
例
と
し

て
、
回
『
O

垣
間同〈

の
O
E

『
百
回
目
円白
E
E
E
MF-ロ
m-
斗
。。

明
白
E

宅
-
u
uhF
(印
。

。由

一泊
∞
∞
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
法
理
が
確
立
し
た
の
は
、
更

に
先
の

F
3
5
〈・

4
ユ
宮
コタ

呂
∞
盟
主
斗
斗

(-S
凶
)
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
田
三
四
判
決
に
つ
き
、
手
塚
裕
之
「
確
認
義
務
化
は
自
己
検
閲
を

導

く

米

国

・
名
誉
毅
損
訴
訟
に
お
け
る

『抗
弁
』
の
位
置
づ
け
」
新
研
五
二
七
号
四
九
l
五
O
頁
参
照
)、
わ
が
国
へ
の
「
移
植
」
に
つ
い

て
は
学
説
上
も
抵
抗
が
強
い
よ
う
で
あ
る
(
田
島
泰
彦
「
配
信
記
事
掲
載
と
名
誉
段
損
」
法
時
六
九
巻
三
号

一
O
七
頁
以
下
、
紙
谷
雅
子
「
名

誉
致
損
と
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
抗
弁
」
法
時
六
九
巻
七
号
九
O
頁
以
下
、
五
十
嵐
清

『
人
格
権
法
概
説
』
(
有
斐
閣
二
O
O
三
年
)
六
O
|
六
二

頁
、
浜
田
純
一
「
通
信
社
配
信
記
事
の
掲
載
責
任
と
報
道
の
自
由
」
東
大
社
会
情
報
研
究
所
紀
要
五
三
号
四
頁
以
下
、
鈴
木
秀
美
「
『
ロ
ス
疑
惑
』

事
件
と
報
道
の
自
由
」
法
教
二
七
O
号
三
O
頁
以
下
、
駒
村

・
前
掲
書

[注

5
]

一
八
八
|
一
九

一
賞
、
の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所
編

・
上
掲

書
一

四

o
ー

一
四

一
頁
、
増
森
珠
美

「
通
信
社
の
配
信
記
事
と
掲
載
新
聞
社
の
責
任
」
竹
田
稔
・
堀
部
政
男
編

『新
裁
判
実
務
体
系
9

名

誉

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
関
係
訴
訟
法
』
(
青
林
書
院

・
二
O
O
一
年
)

四
八
頁
以
下
、
静
岡
県
弁
護
士
会
編

『情
報
化
時
代
の
名
誉
致
損

・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
と
実
務
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
・

二
0
0
0
年
)
一一
一六
l
三
九
頁
参
照
)。
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説
吾ふ

日同

最
後
の
③
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所
編

・
上
掲
書
二
八

|
二
九
頁
は
、
「広

告
の
影
響
力
の
甚
大
さ
を
考
慮
す
る
と
、
二
疋
の
場
合
に
は
責
任
追
及
を
検
討
す
る
必
要
」
が
あ
る
(
た
だ
し
、
広
告
掲
載
者
の
側
に
責
任
を

負
わ
せ
て
も
酷
で
は
な
い
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
限
る
)
と
す
る
が
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
内
田
晴
康
・
横
山
経
通
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
l
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
指
針
l
』
(
商
事
法
務
研
究
会

・
一
九
九
七
年
)
五
九
|
六

一
頁。

(叫

)
M
R
W
E
S〈
Oロ刊の
0
5
5
n
z
oロ
〈
叶
E
P
3
2り
M己
主
(
凶
互
の
=
・

3
∞
3
・
m
g
g
s
g
g【(田町
ncロ仏
)O内叶。
E
官
斗
∞
・
再
公
表
者
の
責
任
(
亡
与
-z
q

0時
間

N
8
5
-
z
z
m『
)
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
五
七
八
条
は
、
「
第
三
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
(
宮
σEF)
名
誉
致
損
を
配
布
(
己目

Z
S『)
な
い

し
伝
達

(Eロ∞
E
円
)
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
を
除
い
て
、
名
誉
段
損
的
内
容
を
繰
り
返
し
、
も
し
く
は
、
別
の
方
法
で
再
公
表
し
た
者
は
、
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
公
表
し
た
場
合
と
同
様
の
責
任
を
負
う
」
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
現
対
象
が
、
「
公
務
員
」
あ
る
い
は
「
公
的
人
物
」

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
「
私
人
」
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
扱
い
を
異
な
ら
せ
て
い
る
扇
町
田
S
5
5
g円(印
2
0
E
)
O『叶
0
5
官
∞
C
〉)。

(
M
U
)
M
R
F
O吉
田
〈
吋
FEm-
∞
ω
明
河
口
合
凶
(
向
。
内
包
・

3J可
申
)
一
〉
巳
〈
己
〈
・
の
切
∞
=
き
玄
BEg--岨
∞
。
。
明
白
ロ
宅
-
S∞(開
-u・
項
目
-
S
S
)
-
m
a
s
s
B
g門

(
明
日

g
E
)
O町
H
，

O円
円
印
刷
凶
∞
一
第
三
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
名
誉
致
損
の
伝
達
に
つ
い
て
規
定
す
る
五
八
一
条
は
、
川
「
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
間
で
規

定
し
た
場
合
を
除
き
、
第
三
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
名
誉
致
損
的
内
容
を
配
布
な
い
し
伝
達
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
は
、
そ
の
内
容
の
名
誉
致

損
的
性
質
を
『
知
っ
て
い
る
』
か
、
も
し
く
は
、
『
知
り
得
べ
き
』
場
合
に
の
み
責
任
を
負
う
」
。
山
ラ
ジ
オ
も
し
く
は
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
名
誉

段
損
的
内
容
を
放
送
し
た
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
!
と
同
様
の
責
任
を
負
う
」
と
規
定
す
る
。
こ
こ
で
は
、
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
る
設
備
な
い
し
装
置
を
他
人
に
貸
し
た
だ
け
の
よ
う
な
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
同
条
川
が
適
用
さ

れ
る
典
型
例
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
扱
う
、
新
聞
雑
誌
販
売
業
者

(
5
5
号
色
町
『
)
(
h町内の
0
5
5
0
2
仏
)
、
室
田
庖
や
図
書
館

(hm町内
Cヨ
ヨ
ヨ
円
四
)
で

あ
り
、
名
誉
致
損
的
表
現
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
、
合
理
的

一
般
人

(
8
g
o
E
g
m
g
g
)
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
。
次
に
、
同
条
凶

に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
よ
り
伝
達
す
る
者
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
!
と
同
視
し
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
が
新
聞
等
の

プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
と
同
様
の
性
質
を
持
つ
か
ら
で
あ
る

(hR
の
0
5
5町
三
回
)
0

新
聞
社
は
、
専
属
の
記
者
等
に
よ
っ
て
紙
面
を
自
前
で
作
成
す

る
の
と
同
時
に
、
第
三
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
広
告
あ
る
い
は
文
章
も
同
時
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
他
人
の
主
張
や
番
組
を
電
波

に
の
せ
る
放
送
と
類
似
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
た
だ
し
、
法
律
に
よ
っ
て
放
送
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
放
送
し
た
場

合
に
は
、
絶
対
的
免
責
が
認
め
ら
れ
る
(
列
何
回
E
g】町三(師免
C
E
)
O同
4
0
5
m
u
S〉)。

(
必
)
同
様
の
理
由
か
ら
、
刑
事
責
任
に
つ
い
て
も
限
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
∞
E
吾
〈

p
z『OBS-
凶
E
C
M
-
E

コ5
3
)
は、

童目
庖
等
を
処
罰
す
る

北法55(2・104)538



サイパースペースと表現の自由 (2) 

際
に
は
、
取
り
扱
っ
て
い
る
書
籍
等
の
内
容
が
わ
い
せ
つ
で
あ
る
と
の
「
認
識
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
原
審
が
判
示
し
た
「
無
過
失
責
任
」

に
よ
る
処
罰
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

(
日
)
'
町
内
向
〉

E
2
8ロ〈
-
Z
2一ペ
O
『

r1「叩
-
8
E
o
s
-
a
z
Jヘ
・
邑
豆
岱

(
Z
・
Jヘ
】ヨ
3
4
m
g
S
8
5
2門
(
∞
刊

noE)
え
寸
C
コ
回
想
-
M
(
M)
・
公
表
手
段
の
提
供

(刃
O

三
全
ロ
加

Y
-
8
5
0『
同

VE
g
-口同
月
間
。
ロ
)
を
規
定
す
る
六
一
二
条
は
、
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
公
益
事
業
は
、
川
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
送
り
手
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
権
限
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
凶
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
職
員
が
、
送
り
手
が
そ
れ
を
公
表
す
る

権
限
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
、
知
り
得
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
た
と
え
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
誤
っ
て

お
り
、
ま
た
、
名
誉
段
損
的
で
あ
る
と
知
っ
て
い
て
も
免
責
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。
(
電
信
・
電
話
に
代
表
さ
れ
る
)
公
益
事
業
を
別
異
に
扱

う
の
は
、
小
川
公
衆
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
ま
た
、
伝
達
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、川
明
ら
か
に
名
誉
致
領
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
伝
達
を
拒
否
で
き
る
と
す
る
と
、
公
益
事
業
が
訴
訟
に
さ
ら
さ
れ
、
ま
た
、
誤
っ
た
判
断
を
行
っ
た
場
合
に
も
法
的
責
任
が
生
じ
る
こ
と
、

例
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
迅
速
な
伝
達
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
等
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
は
、
か
つ
て
の
電
信
の
ケ
ー
ス
を
も
と
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
電
話
の
場
合
、
川
、
凶
両
方
と
も
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
事
実
上
、
伝
達
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
体
に
対
し

て
、
完
全
な
免
責
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
h
同
町
内
。
ョ
ョ

g
円加)。

(
叫
)
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
「
特
権
」
に
つ
き
、
内
田
晴
康
・
横
山
経
通
編
・
前
掲
室
田
[
注
鈎
]
六
一
頁
、
吉
田
和
夫
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉

設
損
1

プ
ロ
パ
イ
ダ
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
責
任
を
中
心
に
l
」
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
五
五
号
四
l
八
頁
、
速
水
幹
由
「
有
害
・

違
法
な
情
報
や
行
為
と
プ
ロ
パ
イ
ダ
の
責
任
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
弁
護
士
協
議
会
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
件
と
犯
罪
を
め
ぐ
る
法
律
』
(
オ
ー

ム
社

・
二
0
0
0
年
)
六
八
1

六
九
頁
参
照
。

(刊

)
h
R
〉

B
o
g
-
o
p
h
-
-
S
Sミ
ミ
豆
町
旬
、
号
、
目
。
、

M
d
E
W
E
s
-リ。ミ
E
ミ
》
、
叫
13む
と
き
さ
認
雪
、
突
き
HH3hM1ミ
と
さ
き
ロ
=
ミ
ヒ
宮
~
s
h
o「
F

同

~S
S
3
5

〉南町
h
句
む
句

2
・
2
k
p
F-m-足
一
。
-
M
(
N
O
O
M
)
・
速
水
・
上
掲
論
文
六
八
l
六
九
頁
。

(
必
)
わ
が
国
の
状
況
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
も
っ
と
も
積
極
的
に
発
言
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
内
野
正
幸
教
授
で
あ
る
。

内
野
教
授
は
、

差
別
的
表
現
を
、
川
少
数
者
集
団
へ
の
侮
辱
そ
の
も
の
を
内
容
と
す
る
表
現
、
同
差
別
的
扱
い
を
扇
動
す
る
表
現
、
お
よ
び
付

差
別
的
取
扱
い
を
助
長
す
る
表
現
、
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
実
際
上
、
同
や
判
は
、
多
く
の
場
合
、
同
時
に
刊
に
も
あ
た
る
と
し
て
、
川

を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
内
野
教
授
は
、
差
別
的
表
現
の
規
制
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
少
数
者
(
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
)
集
団
に

属
す
る
個
々
人
の
名
誉
感
情
を
保
護
す
る
必
要
性
を
あ
げ
、
「
こ
と
さ
ら
に
侮
辱
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
、
き
わ
め
て
悪
質
な
も
の
」
に

北i去55(2・105)539



高t::-6. 
fリ111

限
り
、
規
制
が
合
意
に
な
る
と
す
る
(
内
野
正
幸

『人
権
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
l
不
利
な
立
場
の
人
々
の
視
点
|
』
(
明
石
書
庖
・

一
九
九
二
年
)

一
九
九
|
二
O
一
頁
、
内
野
正
幸

『差
別
的
表
現
』
(
有
斐
閣
・

一
九
九
O
年
)一

六
O
|
二
ハ
一
、

二
ハ
八
|
一
六
九
頁
、
ま
た
、
浜
田
純

一

「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
差
別
の
一扇
動
」
部
落
解
放
研
究

一
二
六
号
五
六
l
五
七
頁
も
同
旨
)。

こ
れ
に
対
し
、
松
井
茂
記
教
授
は
、
差
別
的

表
現
を
少
な
く
と
も
、
①
人
種
的
少
数
者
な
ど
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
煽
動
す
る
表
現
、
②
人
種
的
少
数
者
な
ど
に
対
す
る
差
別
を
助
長
す

る
表
現
、
③
人
種
的
少
数
者
な
ど
の
名
誉
を
段
損
す
る
表
現
、
④
人
種
的
少
数
者
な
ど
を
侮
辱
す
る
表
現
、
に
分
け
ら
れ
る
と
し
、
①
②
に
あ

っ

て
は
、
違
法
な
行
為
の
煽
動
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
デ
ン
バ

ー
グ
・
テ
ス
ト
(
回

B
E
g
Eお
〈
E
O
E
O
-
3
u
c
∞
・
主
品
(
-uau)
で
示
さ
れ
た
、
当
該
唱

道
が
「
差
し
迫
っ
た
非
合
法
な
行
動
を
煽
動
す
る
こ
と
若
し
く
は
惹
き
起
こ
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
か
っ
、
非
合
法
な
行
動
を
煽
動

若
し
く
は
惹
き
起
こ
す
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
規
制
で
き
る
」
と
す
る
も
の
)
を
満
た
す
か
ぎ
り
で
規
制
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
、

①

④
に
あ
っ
て
は
、
規
制
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
(
松
井
茂
記
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
表
現
行
為
と
表
現
の
自
由
」

高
橋
和
之
+
松
井
茂
記
編

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
〔
第
二
版
〕
』
(
有
斐
閣
・

二
O

O
一
年
)
三
四
頁
)
。
両
教
授
の
定
義
は
異
な
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
内
野
教
授
の
川
に
対
応
す
る
も
の
が
、
松
井
教
授
の
④
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
、
わ
が
国
の
通
説

は
、
松
井
教
授
の
よ
う
に
消
極
的
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

(内
野
教
授
に
あ
っ
て
も
、

「消
極
説
」
の
代
表
的
主
張
と
し
て
、
松
井

教
授
の
論
文
を
引
用
し
て
い
る
。
内
野
正
幸
「
差
別
的
表
現
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
部
落
解
放
研
究

二
三
ハ
号
二
0
1
一一一

頁
参
照
)
。
ア
メ
リ

カ
の
学
説
状
況
に
つ
い
て
は
、
内
野
・
上
掲

『差
別
的
表
現
』一

O
一
|
一
二
ハ
頁
参
照
。

(灯
)
MF
〉
・〈
・〈

c
q
o『
P
E
E
-岨凶
o
u
d
-
∞
凶

1
2
3
N
)・
市
川
正
人

「
〔
最
近
の
判
例
〕

宮
お
宅
8
n
F
(差
別
的
表
現
)
を
処
罰
す
る
市
条
例
が
合
衆

国
憲
法
第
一
修
正
に
違
反
し
て
文
面
上
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
ア
メ
リ
カ
法
(
一
九
九
一
一一一一
)
一一
一
O
五
l
コ
二

O
頁
、
紙
谷
雅
子
「
増

悪
と
敵
意
に
満
ち
た
言
論
の
規
制
」
憲
法
訴
訟
研
究
会

・
芦
部
信
喜
編

『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』
(
有
斐
閣
・
一
九
九
八
年
)
六
一
二
|
七
O
頁
、

奥
平
・
前
掲
『
「
表
現
の
自
由
」
を
求
め
て
』
[
注
6
]
三

一
七
|
三
二
三
頁
、
生
田
真
司
「
表
現
の
自
由
と
差
別
表
現
の
規
制
」
政
経
研
究
三

二
巻
四
号

二
二
三

|
一
三
六
百
円
、
清
水
隆
雄
「
差
別
表
現
を
禁
止
す
る
条
例
は
違
憲
」
ジ
ユ

リ

一
O
O
八
号
八
六
頁
参
照
。

(刊
)
こ
こ
で
扱
っ
た
判
決
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
野
・
前
掲

『差
別
的
表
現
』
[
注
必
]
七
五
l

一
O
O
頁
が
詳
し
い
。

(刊
)
E
B
者向
-
P
5
0
『
河
〉
〈
・
"ム
霊
Z
ぞ
-
E
2斗
(
玄
5
ロ・

3
ヨ)

(
印

)

の
吉
田
司
]
】
口
問
T
可

〈

-zm若
田
白
『
当
官
目
立
『
タ
凶

-
u
c
-
∞-
M阜
市
山
(
】
唱
失
N
)
・

(日
)
勾
・
〉
・
戸
品
主
Z-tミ
M

色白ニ
}
0
・
ま
た
、
州
最
高
裁
は
、
「
公
共
の
安
全
お
よ
び
秩
序
へ
の
偏
見
を
動
機
と
す
る

(
E
g
a
g
g
S
8
3
脅
威
か
ら
コ
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サイパースペースと表現の自由 (2) 

ミ
ユ
ニ
テ
イ
を
守
る
こ
と
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
手
段
で
あ
る
」
と
も
判
示
し
て
い
る

(迂
・
同
【
凶
ニ
)。

(
臼
)
河・〉・て--U()凶
C
-∞・白同一
ω
∞c
・

(
臼
)
凶{〕
-
d
∞
-
一MCム(石
川ご)

(
日
)
「
表
現
内
容
に
対
す
る
規
律
と
い
う
範
鴎
の
な
か
に
、
内
容
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
あ
る
観
点
か
ら
の
特
定
化

(
H
差
別
化
)
を
お
こ
な

う
も
の
を
含
む
べ
し
と
す
る
考
え
が
、
理
論
上
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
裁
判
実
務
上
も
」
、
「
こ
の
理
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
合
衆

国
最
高
裁
は
ま
さ
に
こ
の
理
を
、
い
わ
ば
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
河
〉
〈

事
件
に
適
用
し
て
、
セ
イ
ン
ト
・
ポ
l
ル
反
差
別
条
例
を
葬
り
去
っ

た
の
で
あ
る
」
(
奥
平
・
前
掲
『
「
表
現
の
自
由
」
を
求
め
て
』
[
注
6
]
三
二
O
頁
)
。

(
日
)
〈
二
一
白
加
刊
O
三
5
8
8
2
0
・
斗
斗
'
u
a
z
g
甲
小
X
・

(国
)
〈
-
一
一
倍
加
開
。
E
5
2
8
Z
0
・
、
コ
u
Z
甲
喧
凶

(町
)
〈】]}由加mOE5白ロnmwZ0・
J

コ
B
U
'
z
'巾
xva

(
日
)
奥
平

・
前
掲

『
「
表
現
の
自
由
」
を
求
め
て
』
[
注
6
]
一
二
一
一
l
三
一
六
頁
、
内
野
・
前
掲
『
差
別
的
表
現
』

[注
刊
]
八
O
l
八
七
頁
参
照
。

(印
)
〈
エ
一
白
加
向
。
『
印
T
o
r
-
刊
〈
-
Z
己
目
。
=
白
一
切
o
n
5
2
2
司
白
『
d
-uaaz・

同
N
己同品
、司(-喝
、コ
)

(
印
)
〈
三
田
明
白
C

『
印
r
c
E
刊
〈
-
Z
白
門
戸。ロ
ML

∞o
n
sz
閉門司国
「門〕
子凶、引い凶Z
開

N
円

HM-(己
一
〉司自u内門・-申斗∞)

(臼
)
向
。
=
5
〈
∞
5
=
F
ム
ム
斗
目
印
己
司
自
u
q
-
m
T
(
Z
・0
-一一一司、司
∞)

(臼
)
円uo
z
g
〈

-n同一
-F同
=
-
P
A
S
凶
ロ
∞
・

5
・
M
-(]ヨ一)・

(
臼
)
【
U
O
E
ロ
〈
・
∞
ヨ
F円
F
U
斗
∞
明
M
ι
ニ
喝
、
可
(
斗
門
町
内
可
否
、
1
3
・

(
臼
)
凶
SRE4〈・内O一一吉咽AFM唱
己

的

E
E
(
芯
叶
∞
)

(
日
)
そ
の
他、

差
別
的
表
現
(
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
)
に
係
わ
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
奥
平
康
弘
「
言
論

・
表
現
の
自
由
」
成
淳
条
嘉
編
『
表
現
の

自
由
と
部
落
問
題
』
(
部
落
問
題
研
究
所
・

一
九
九
三
年
)
五
四
頁
以
下
、
奥
平
康
弘
『
憲
法
の
眼
』
(
悠
々
社

・
一
九
九
八
年
)
一
六
九
頁
以

下、

長
峯
信
彦
「
憎
悪
と
差
別
の
表
現
|
第
一
修
正
法
理
の
新
奇
な
展
開
|
」
大
須
賀
明
編
『
社
会
国
家
の
憲
法
理
論
』
(
敬
文
堂

・
一
九
九
五

年
)
四
七
七
頁
以
下
、

長
峯
信
彦
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
差
別
的
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

調
節
主
義
の
提
案
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
憲

法
理
論
叢
書
③
憲
法
基
礎
理
論
の
再
検
討
』
(
敬
文
堂

・
二
0
0
0
年
)
一
二
九
頁
以
下
、
長
峯
信
彦

「人
種
差
別
的
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

表

北j去55(2・107)541 



説

現
の
自
由
の
デ
ィ
レ
ン
マ
|
川
」
早
法
七
二
巻
二
号

一
七
七
頁
以
下
、
「〔座
談
会
〕
『差
別
的
表
現
』
は
法
的
に
規
制
す
べ
き
か
」
法
時
六
四
巻

九
号

二
ハ
頁
以
下
、
駒
村
圭
五
口
「
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
と
社
会
の
秩
序
」
榎
原
猛
編
「
世
界
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
法
』
(
嵯
峨
野
書
院
・

一

九
九
六
年
)
五
二
|
五
回
頁
、
駒
村
・
前
掲
書

[注
5
]
二
八
二
|
二
八
八
頁
、
小
久
口
順
子
「
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
と
大
学
に
お
け
る
表
現

の
自
由

-
m〉
〈
判
決
以
降
の
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
の
問
題
に
関
す
る

一
考
察
」
法
学
政
治
学
論
究
四
O
号
二
六
=
一
頁
以
下
参
照
。

(侃
)
宝山口
O

口問日〈
・
5円
nz=咽凶
C

∞己・

ω
毛
色
(
]事
凶
)
・

(訂
)
奥
平
康
弘

『表
現
の
自
由
E
』
(
有
斐
閣
・

一
九
八
三
年
)
七
六
頁
。

(
侃
)
奥
平
康
弘
『
憲
法
裁
判
の
可
能
性
』
(
岩
波
書
庖
・

一
九
九
五
年
)

一
五
六

一
七
五
頁
(
奥
平
「
日
本
に
お
け
る
憲
法
の
過
小
な
役
割
配
分

に
つ
い
て
」
高
柳
信

一
先
生
古
稀
記
念
論
集

『現
代
憲
法
の
諸
相
』
(
専
修
大
学
出
版
局
・

一
九
九
二
年
)
所
収
二一

一九
|
二
四
八
百円)。

論

仕
弟
二
音
十

サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
原
理
論

サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
原
理
論
と
は
、
地
理
的
な
国
家
や
法
域
に
区
分
さ
れ
ず
に
存
在
し
、
か
っ
、
分
散
型
の
特
質
を
持
つ
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

l

ス
に
対
し
て
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
制
定
法
を
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

オ
ル
タ

i
ナ
テ
ィ
ブ
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
法
適
用
の
前
段
階
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国

(ω
)
 

に
お
け
る
法
律
学
の
議
論
に
お
い
て
は
、
完
全
に
無
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
当
初
か
ら

議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
論
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

第
一

世
代
と
第
二
世
代
と
い
う
分
け
方
を
し
た
い
。
こ
の
用
法
は
、
後
で
出
て
く
る
、

(初
)

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ツ
グ
(
「
2
1
5ロ
B
戸
開
閉
包
伺
)
が
用
い
て
い
る
分
類
法
で
あ
る
が
、

一
言
で
い
え
ば
、
第
一
世
代
は
セ
ル
フ
ガ
パ
ナ
ン
ス

(印伺弓
m
O
〈伺円
E
D
R
)
を
支
持
す
る
議
論
、
第
二
世
代
は
そ
れ
へ
の
反
発
か
ら
生
じ
た
議
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

北法55(2・108)542



第

節

第
一

世
代

第
一
世
代
に
お
け
る
代
表
格
は
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ポ
ス
ト

(U
E
E
2
2
)
と
デ
ビ
ッ
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

(
れ
)

一
九
九
六
年
の
ロ

l
レ
ビ
ュ

ー
の
中
で
、
「
電
子
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
国
境
を
越
え
て
侵
入
す
る
の
を
政
府
が
止
め
さ
せ

(
ロ
釦
〈
広

』

O
F
ロ
∞O
ロ
)

で
あ
ろ
う
。

彼
ら
は
、

た
い
と
願
っ
て
も
、
そ
れ
は
で
き
な
い
。
更
に
、
国
境
の
外
に
起
因
し
て
多
く
の
異
な
る
国
家
へ
電
子
的
に
ト
ラ
ベ
ル
す
る
活
動
か
ら
生
じ

る
域
内
の
被
害
の
お
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
ネ
ッ

ト
を
規
制
す
る
権
利
を
確
実
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
認
識
に
基
づ
い

た
上
で
、
「
ネ
ッ
ト
の
法
的
諸
争
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
の
自
律
的
構
造
こ
そ
が
よ
り
よ
く
適
し
て
」
お
り
、
「
サ
イ

バ
ー
ス
ペ

ー
ス
内
に
責
任
あ
る
法
律
制
定
機
関
が
出
現
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
を
『
無
法
』
で
あ
る
と
表
現
す
る
主
張
に
強
く
対
抗
す
る
こ
と
が

(η
)
 

で
き
」
る
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
規
制
の
困
難
さ
を
根
拠
と
し
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

サイパースペースと表現の自由 (2) 

ル
ー
ル
を
自
発
的
に
作
る
の
が
ベ
ス
ト
の
解
決
方
法
で
あ
る
と
し
、
こ
の
場
合
、
国
家
に
よ
る
介
入
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
主
張
し

(刀
)

た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
立
場
は
、

一
九
九
六
年
二
月
の
通
信
品
位
法

(の
05
55
-S
C0
5
0
2
2ミ
〉
兵
の
り
と
成
立
に
際
し
て
、
ジ
ョ
ン

・

(
刊

)

(

万
)

(
』

og
p
q三凶白
ユO
を
)
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
立
宣
言
」
に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分

~ 
1) 

ノf

ロ

自
身
の
社
会
契
約
を
作
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
契
約
に
よ
る
統
治
は
、
あ
な
た
方
の
世
界
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
の
事
情
に
則

っ
て
行

わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
世
界
は
別
世
界
な
の
だ
」
と
の
一
節
が
明
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
ガ
パ
メ
ン
ト
原
理
を
一
切
否
定
し
、
情
報

(苅
)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
国
家
や
企
業
の
介
入
を
強
く
否
定
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
対
す
る
国
家
の
介
入
を
忌
み
嫌
う
点

(け

)

(

花
)

で
、
サ
イ
バ
ー
リ
バ
タ
リ
ア
ン
達
と
も
議
論
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
そ
の
後
の
論
文
で
、
ポ
ス
ト
と
ジ

ヨ
ン
ソ
ン
は
、
自
ら
の
主
張
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
い
る
。
望
ま
し
い
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
統
治
形
態
を
「
ネ
ッ
ト
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
」
と

呼
び
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
形
成
す
る
各
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
ず
自
治
的
な
統
治
を
行
い
、
そ
の
上
で
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム

・

北法55(2・109)543 



説

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同
士
が

一
定
の
同
意
に
至
る
と
い
う
「
連
邦
国
家
」
的
方
式
を
(
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

1
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

〉
-
白
河
田
口
色
町
門
出
血
ヨ
デ

圭£ト、

f:inn 

S
D
)

と
の
対
比
で
)
ト
マ
ス

・
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
(
叶
ぎ
吉
田
乙
町
民
2
8ロ
)
の
思
想
か
ら
導
く
が
、
こ
の
主
張
も
、
「
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
独
立

宣
言
」
と
類
似
の
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
、
だ
ろ
う
。
「
サ
イ
バ

ー
ス

ペ
ー
ス
独
立
宣
言
」
の
中
に
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
よ
。

あ
な
た
は
、
今
日
、

一
つ
の
法
律
、
電
気
通
信
改
革
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
あ
な
た
自
身
の
憲
法
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
ば
か

マ
デ
イ
ソ
ン
、
ト
ッ
ク
ビ
ル
、
プ
ラ
ン
ダ
イ
ス
ら
の
夢
に
無
札
を
働
く
も
の
で
も
あ
る
。

り
か
、
ジ
エ
フ
ァ

l
ソ
ン
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ミ
ル
、

彼
ら
の
夢
は
、
今
や
わ
れ
わ
れ
の
間
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
の

一
節
が
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
、
サ
イ
バ
ー
リ
パ
タ
リ
ア
ン
の
一
人
で
あ
り
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
と
し
て
、
自
動
調
節
機
能
を
備
え
、

(
内
)

ク
・
ル

l
プ
が
組
み
込
ま
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
」
し
て
い
る
、

(
初
)

張
も
こ
こ
で
見
て
お
こ
う
。

フ
ィ

ー
ド
パ
ツ

エ
ス
タ

l
・
ダ
イ
ソ
ン

(開

2
2
0可
目
。
ロ
)

ダ
イ
ソ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
最
大
の
衝
撃
は
力
の
分
散
で
あ
り
集
中
排
除
で
あ
る
と
見
る
。
こ
こ
で
は
、
(
従
来
の
国

民
全
体
と
い
っ
た
)
大
き
な
組
織
か
ら
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
分
解
し

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル

l
ル
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
ル

l
ル
は
、
多
数
決
な
い
し
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
が
、
サ
イ
バ
ー

(別
)

ス
ペ
ー
ス
上
で
は
、
こ
の
ル

l
ル
が
気
に
入
ら
な
い
者
は
別
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ネ
チ
ズ

(
ネ
チ
ズ
ン
の
誕
生
て
そ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、

自
ら
が
従

ン
が
構
成
す
る
「
小
さ
な
」
グ
ル
ー
プ
は
、
た
だ
単
に
分
解
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
物
理
的
に
存
在
す
る
国
家
の
範
囲
を
全
く
無
視
し
た
形

で
の
連
結
が
行
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
に
よ
り
、
「
合
法
的
な
」
(
物
理
的
な
領
土
と
そ
こ
に
住
む
人
々
を
所
有
、
管

理
す
る
)
地
上
の
政
府
に
加
え
て
、
「
正
当
な
」
(
管
理
さ
れ
る
側
の
合
意
と
要
望
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
管
理
す
る
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
管
理
機
構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
原
則
的
に
、
地
上
の
政
府
は
、
確
定
さ
れ
た
領
土
内
に
あ
る
全
て
の
も
の
を
管

理
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
機
構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)
は
、
地
球
上
の
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
い
る
で
あ
ろ
う
人
々
の
、

北法55(2・110)544 

の、王



あ
る
決
ま
っ
た
活
動
領
域
の
み
を
管
理
す
る
。
地
上
の
政
府
は
市
民
自
体
を
管
理
す
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
機
構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)

(
m
U
)
 

は
、
そ
の
管
理
区
域
に
自
由
に
出
入
り
す
る
人
々
を
断
続
的
な
実
在
と
し
て
し
か
管
理
し
な
い
。
地
球
上
の
政
府
が
、
そ
の
領
土
に
お
い
て

当
然
の
ご
と
く
権
力
を
「
独
占
」
す
る
の
に
対
し
て
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
の
管
理
機
構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)
に
お
い
て
は
、
複
数
の
管
理
機

構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)
が
共
存
可
能
で
あ
り
、
「
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
」
の
構
成
員
た
る
ネ
チ
ズ
ン
に
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
管
理
機
構

(
幻
)

は
、
企
業
が
顧
客
を
失
う
の
と
同
様
に
ネ
チ
ズ
ン
を
失
い
、
衰
退
に
向
か
う
だ
け
で
あ
る
。
ダ
イ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の

(
ガ
パ
メ
ン
ト
)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
機
構
(
ガ
パ
メ
ン
ト
)

は
多
層
的
な
存
在
で
あ
り
、
第
一
層
た
る
物
理
空
間
H
地
上
の
政
府
の
う
え
に
、
第
二
層
た

(
第
三
者
野
)

る
「
プ
ロ
パ
イ
ダ
」
、
第
三
層
た
る
「
ド
メ
イ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
、
さ
ら
に
別
の
第
三
層
と
し
て
、

(
お
)

を
想
定
し
て
い
る
が
、
ネ
チ
ズ
ン
と
最
も
深
い
関
係
に
あ
る
の
は
、
第
二
層
の
プ
ロ
パ
イ
ダ
お
よ
び
第
三
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
こ
と

エ
l
ジ
ェ
ン
シ
l

に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
ネ
チ
ズ
ン
個
人
と
プ
ロ
パ
イ
ダ
聞
の
ユ

l
ザ
契
約
、
そ
し
て
、
ネ
チ
ズ
ン
同
士
が
作
り
上
げ
る
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」

の
法
規
制
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
性

の
ル

l
ル
に
よ
っ
て
規
律
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
上
の
政
府
に
よ
る
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
」

サイパースペースと表現の自由 (2) 

質
か
ら
見
て
も
、
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
許
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

ダ
イ
ソ
ン
は
、
ネ
チ
ズ
ン
同
士
が
作
り
上
げ
る
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」

の
ル

l
ル
に
よ
る
規
律
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お

い
て
も
大
き
な
位
置
を
し
め
る
「
コ

ー
ド

(
n
a
n
)
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
立
場
か
ら
積
極
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取
る
。
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」

の
ル
ー
ル
作
り
を
支
持
す
る
ダ
イ
ソ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
ネ
チ
ズ
ン
自
身
が
ラ
ベ
リ
ン
グ
や
タ
ギ
ン
グ
を
行
い
、
か
っ
、
そ
れ
を
ネ
チ
ズ
ン
が

(
鉛
)

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
ソ
フ
ト
を
自
発
的
に
選
択
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
、
タ
ギ
ン
グ
、

(
幻
)

あ
る
い
は
、
当
該
ソ
フ
ト
の
自
主
的
な
選
択
も
、
広
い
意
味
で
の
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ル

l
ル
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節

第
二
世
代

北法55(2・lll)545 



説

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ツ
グ
の
「
コ

l
ド

(
悲
観
)
論
」

北法55(2・112)546 

吾-6.
iiRn 

第
一
世
代
に
お
け
る
セ
ル
フ
ガ
パ
ナ
ン
ス
論
に
対
抗
す
る
議
論
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ク

・
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
(
司
S
畏

(∞
∞
)
 

の
「
ウ
マ
の
た
め
の
法
(
体
系
)
な
ん
か
な
い
の
だ
か
ら
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
の
た
め
の
法
(
体
系
)
も
い
ら
な
い
」
と

(ω
)
 

一
種
の
常
識
論
で
否
定
す
る
議
論
や
、
ジ
ョ
ン

・
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
(
』

o
z
m
O円y
n
y
-
-仏
)
や
ジ
ヤ
ツ

開白日円四円
σ円。。
r)

い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

ク
・
ゴ

ー
ル
ド
ス
ミ
ス

の
主
張
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
も
っ
と
も
検
討
に
値
す
る
議
論
と
し
て
、

(
』

s
roo-a田
B
R
F
)

(
卯
)

レ
シ
ツ
グ
の
主
張
を
と
り
あ
げ
た
い
。

レ
シ
ツ
グ
は
、
「
新
た
な
法
が

で
あ
る
。
し
か
し
、
(
セ
ル
フ
ガ
パ
ナ
ン
ス
論
が
主
張
す
る
よ
う
な
)

(
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
で
)
生
ま
れ
て
、
そ
の
法
に
対
し
て

一
定
の
礼
譲
が
払
わ
れ
る
と
い
う
点
は
正
当

リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
の
法
と
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
法
と
の
分
離
に
つ

い
て
は
支
持
さ
れ
な
い
し
、
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
信
じ
る
」
。
な
ぜ
な
ら
、
「
規
制
の
妥
当
性
は
行
為
の
影
響
力
に
基
づ
く
も
の
で

あ
」
り
、
「
半
分
は
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
い
る
サ
イ
バ

ー
市
民
に
対
し
て
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
が
影
響
力
を
与
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
、

サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
が
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
の
み
に
い
る
第
三
者
に
影
響
を
与
え
る
な
ら
ば
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
の
主
権
が
サ
イ
バ
ー
ス

(引
)

ベ
l
ス
を
規
制
し
た
い
と

い
う
主
張
は
非
常
に
強
い
も
の
と
な
る
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
、
セ
ル
フ
ガ
パ
ナ
ン
ス
論
を
否
定
的
に
解
す
る

(
位
)

が
、
レ
シ
ツ
グ
の
主
張
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
一
般
化
し
た
理
論
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

レ
シ
ツ
グ
は
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
に
限
ら
ず
、
人
間
の
行
動

一
般
に
対
す
る
規
制
要
素
(
『
品
三
巴
O
円
)
と
し
て
、
制
定
法
を

(幻
)

中
心
と
す
る
「
法
予
言
之
、
「
(
社
会
)
規
範

(
(
ω
o
a包
)
Z
O
B
)
」
、
値
段
や
コ
ス
ト
が
問
題
と
な
る
「
市
場

(
Z
R百
円
)
」
、
「
ア

l
キ
テ

の
四
つ
を
あ
げ
て
お
り
、
特
に
「
ア

l
キ

ク
チ
ャ

(〉
B
E
8
2
zお
こ
な
い
し
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
構
成
す
る
「
コ

l
ド

(例
)
(
釘
)

テ
ク
チ
ヤ
」
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
い
え
る
。
具
体
例
を

一
つ
あ
げ
る
と
、

(の
o
mH刊
)
」

リ
ア
ル
ス

ペ
ー
ス
上
で
の



喫
煙
行
動
を
規
制
す
る
に
は
、
課
税
率
を
「
法
」
に
よ
り
引
き
上
げ
る
こ
と
、
公
共
機
関
内
で
喫
煙
を
し
た
者
を
罰
す
る
「
法
」
を
作
る
こ

左
(
「
法
」
に
よ
る
規
制
)
、
更
に
は
、
公
報
等
に
よ
る
啓
蒙
活
動
(
「
(
社
会
)
規
範
」
に
よ
る
規
制
)
、
た
ば
こ
の
値
段
を
あ
げ
る
こ
と
(
「
市

(
M
m
)
 

場
」
に
よ
る
規
制
)
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
量
を
非
常
に
少
量
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
喫
煙
者
の
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
常
習
性
を
低

く
抑
え
る
こ
と
(
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
に
よ
る
規
制
)
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
要
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
喫
煙
行
動
を
制
約
す
る

(引
)

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
一
点
目
と
し
て
、

四
つ
の
規
制
要
素
の
力
学
は
、

リ
ア
ル
ス

ペ
ー
ス
と
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
い
て
は

「ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
、
す
な
わ
ち
、
主
と
し
て
プ
ロ
グ

ラ
マ
達
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
コ

l
ド
」
が
、
リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
よ
り
も
は
る
か
に
、
規
制
要
素
と
し
て

サイハースペースと表現の自由 (2) 

二
点
目
と
し
て
、
現
在
の
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
は
、
表
現
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
表

現
者
の
匿
名
性
も
比
較
的
良
く
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
コ

l
ド
」
そ
れ
自
体
は
価
値
中
立

的
な
も
の
で
あ
り
、
レ
シ
ツ
グ
が
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
現
在
の
状
況
は
、
た
ま
た
ま
現
在
の
「
コ

ー
ド
」
が
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
だ

(
m
m
)
 

け
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
レ
シ
ッ
グ
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

「コ

l
ド
」
が
書
き
換
え
ら
れ
る
と
、
表
現
の
自
由
を

(ω
)
 

謡
歌
し
て
い
る
、
現
在
の
状
態
も
急
変
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

強
く
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

(削
)

こ
の
「
コ

l
ド
」
の
書
き
換
え
を
行
お
う
と
す
る
の
は
、
企
業
と
政
府
で
あ
る
。
企
業
は
取
引
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
サ
イ
バ
ー

ス
ペ

ー
ス
の
匿
名
性
を
保
つ
こ
と
、
他
人
に
な
り
す
ま
す
こ
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盗
み
見
た
り
、
改
ざ
ん
し
た
り
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易

北法55(2・113)547 

で
あ
る
、
現
在
の
「
コ

l
ド
」
を
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
更
に
、
政
府
も
、
リ
ア
ル
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
違
法
と
さ
れ
て
い
る
行

為
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
容
易
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
と
政
府
は
、

ユ
ー
ザ
を
認
証
し
、
デ
l
タ

の
や
り
取
り
を
モ
ニ
タ
ー
し、

ア
ク
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
と
す
る
よ
う
な
、
新
し
い
「
コ

ー
ド」

へ
の
書
き
換
え
を
待
望
し
て
い
る



説

(
則
)

と
い
え
よ
う
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
エ
ル
(
。

g
お刊

O
老
町
=
)
が

『一

九
八
四
年
』

社
会
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
、

の
中
で
描
い
た
よ
う
な
監
視
型

(
問
)

レ
シ
y
グ
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
で
あ
る
。

号b-
日岡

「コ

l
ド
(
悲
観
)
論
」

へ
の
反
論

「コ

l
ド
」
を
悲
観
的
に
と
ら
え
る
、

レ
シ
ツ
グ
の
理
解
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、

シ
ツ
グ
は
企
業
や
政
府
の
「
コ

l
ド
」
を
書
き
換
え
る
に
際
し
て
の
動
機
の
多
様
性
、
な
い
し
、
そ
の
動
機
の
多
様
性
か
ら
生
じ
る
力
学
の

複
雑
さ
を
無
視
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
暗
号
化
技
術
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
暗
号
化
技
術
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
秘
話
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、

音
楽
デ
l
タ
な
ど
の
著
作
物
を
コ
ピ

i
プ
ロ
テ
ク
ト
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

レ
シ
ツ
グ
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
暗
号
化
技
術
目
新
し
い
「
コ

1
ド
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、

業
界
全
体
が
著
作
物
に
プ
ロ
テ
ク
ト
を
か
け
る

(
問
)

ユ
l
ザ
の
自
由
な
使
用
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
な

方
向
に
進
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

ぃ
。
新
し
い
「
コ

l
ド
」
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
企
業
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
既
存
の
自
由
な
使
用
を
守
る

「
コ
l
ド
」
に
こ
だ
わ
っ
て
、

(
刷
)

あ
る
い
は
、
新
し
い
規
制
を
生
み
出
す
「
コ

l
ド
」
を
広
い
意
味
で
ク
ラ
ッ
ク
す
る
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
ょ
う
と
す
る
企
業

(
防
)

も
実
際
に
は
数
多
く
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、

「
コ
l
ド
」
の
書
き
換
え
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
規
制
を
可
能
と
す
る
「
コ

l

ド
」
に
書
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
基
本
的
に
「
コ

l
ド
」
は
、
市
場
原
理
と
い
う
「
神
の
見
え

ざ
る
手
」
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

ユ
ー
ザ
の
選
好
が
そ
の
決
定
を
左
右
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
に
と
っ
て
不
利
な

「
コ
l

ド
」
を
ユ

l
ザ
が
選
択
す
る
可
能
性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
わ

れ
る
。
仮
に
、
国
家
が
独
自
に
、
あ
る
い
は
複
数
の
国
家
が
協
力
し
て
、
新
し
い
「
コ

1
ド
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

北法55(2・114)548 
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全
て
の
国
家
が
一
様
に
新
し
い
「
コ

l
ド
」
を
選
択
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
(
経
済
的
誘
因
が
主
た
る
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

(
山
川
)

は
別
と
し
て
も
)
ネ
ッ
ト
ヘ
ブ
ン
(
ロ
2

E
再
三
と
し
て
機
能
す
る
国
家
が
現
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
番
目
の
批
判
は
、
新
し
く
「
コ

l
ド
」
が
書
き
換
え
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
書
き
換
え
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
ま
ず
、
企
業
に
よ
る
「
コ

i
ド
」
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
コ
ピ

1
プ
ロ
テ
ク
ト
技
術
を
著
作
権
法
に
明
ら
か
に
反

す
る
よ
う
な
形
で
用
い
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
等
に
よ
り
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
司
法
審
査
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ

る
が
、

ユ
ー
ザ
の
匿
名
性
を
侵
害
す
る
よ
う
な
書
き
換
え
に
つ
い
て
は
、
直
接
効
力
説
の
よ
う
な
立
場
を
と
ら
な
い
限
り
、
解
決
に
当
た
つ

て
、
憲
法
を
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
だ
け
を
と
ら
え
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

レ
シ
ツ
グ
は
、

F
回

(
E
8
5
2
E
-
n
y号
n
E円
何
回
。
白
丘
)
や
冒
J

『明

(
Z
5
2
2
開
口

(即
)

加
百
四
包
括

J
F失
明
。
足
立
、
あ
る
い
は
、
者
同
(
君
主
仏
宅
広
何
者
各
【
H
E
R
E
S
)
等
の

Z
司

O
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
見
落
と
し
て
い
る

(
間
)

よ
う
に
思
わ
れ
る
o

H
〉
∞
は
冒
吋
明
の
上
部
組
織
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
プ
ロ
ト
コ
ル
に
関
し
て
責
任
を
負
う

が
不
可
能
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、

サイハースペースと表現の自由 (2) 

組
織
で
あ
り
、
目
、
口
u

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
プ
ロ
ト
コ
ル
の
標
準
化
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
具
体
的
作
業
を
行
う
組

ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ
工
科
大
学
計
算
機
科
学
研
究
所
(
冨
司
戸
内
∞
)
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
情
報

織
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
凶
の
は
、

処
理
自
動
化
研
究
所

(
H
Z
E〉
)
、
慶
応
義
塾
大
学

ω胃
リ
研
究
所
の
三
者
が
ホ
ス
ト
組
織
と
し
て
共
同
運
営
す
る
、
ぞ
ぎ
を
技
術
の
標
準
化

と
推
進
を
目
的
と
し
た
技
術
研
究
開
発
組
織
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
標
準
化
に
は
、
今
あ
げ
た

Z
旬
。
の
他
に
も
、
多
く
の
組

織
が
存
在
し
て
お
り
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
技
術
の
標
準
化
や
ド
メ
イ
ン
の
割
当
等
、
サ
イ
バ

ー
ス

ペ
ー
ス
の
存
立
の
根
本
に
か
か
わ
る
部

北法55(2・115)549 

分
に
つ
い
て
は
、
政
府
自
身
が
直
接
、
関
与
す
る
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
レ
シ

ッ
グ
は
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例

え
ば
、

「コ

1
ド」

(〉
O
F
)

と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
の
間
で
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
ソ
フ
ト
の

の
公
開
を

一
時
期
、

ア
メ
リ
カ
オ
ン
ラ
イ
ン

(問
)

巡
っ
て
争
い
と
な
っ
た
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
プ
ロ
ト
コ
ル
に
つ
い
て
は
、
当
該
技
術
が

一
定
期
間
、

一
{疋の



説

シ
ェ
ア
を
保
っ
た
場
合
、
今
あ
げ
た
組
織
に
「
コ

l
ド
」
を
寄
託
し
、
オ
ー
プ
ン
コ

l
ド

。
℃
何
ロ

。
。
己
目
)

化
す
る
ル

l
ル
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
常
に
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
、
全
員
が
こ
れ
を
享
有
で
き
る
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
独
自
の
文
化
か
ら

三t._
詞1111

来
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
商
用
化
さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
守
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
原
則
が
守
ら
れ
る
限
り
、
重
要
な
「
コ

l
ド
」
は
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
「
コ

l
ド
」
の
監
視
を
行
う
組
織
が
存
在
し
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

自
由
人
権
協
会
主
2
3
n
g
C
S
E
Z
E
g
d
E
O
R
〉
Q
L
C
)
の
よ
う
な
、

リ
ア
ル
ス
ペ

ー
ス
上
の
人
権
擁
護
団
体
も
同
様
の
監
視
作
業
に

加
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
の
技
術
者
倫
理
に
訴
え
る
と
い
う
方
法
も
(
非
常
に
弱
い
形
で
は
あ
る
が
)
コ

行
う
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
倫
理
綱
領
な
い
し
ガ
イ
ド

ン
ト
ロ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、

(
川
)

ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
府
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
政
府
自
身
が
「
コ

l
ド
」
を
書
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く

と
も
先
進
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
、
企
業
が
書
き
換
え
た
「
コ

l

ド
」
を
「
法
」
に
よ
っ
て
使
用
を
強
制
す
る
場
合
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
訴
訟
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
一
一
章

で
検
討
す
る
よ
う
に
、

一
連
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
「
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」

で
あ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
内
容
を
判
断
し
て
お
り
、
ま
た
、
よ
り
直
接
的
に
は
冨
巳

2
5
5
F
2
1

(
川
)

号
5
〈-∞。同門門目。『
J

「円己的門
m
g
oご
耳
目
、
。
E
o
E
n
o
s
q
F
5
5々
に
お
い
て
、
公
立
図
書
館
に
お
け
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
使
用
を
強

制
す
る
規
則
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
る
中
で
「
コ

l
ド
」
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

断
に
あ
た
っ
て
、
「
コ

l
ド」

レ
シ
ツ
グ
の
「
コ

ー
ド
(
悲
観
)
論
」
に
は
欠
陥
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
正
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

レ
シ
ツ
グ
が
議
論
の
最
初
に
提
示
し
た
「
四
つ
の
規
制
要
素
論
」
の
正
当
性
自
体
に
は
影
響
は
な
く
、
個
々
の
表
現
内
容
規
制
を
考
え
る
に

以
上
の
よ
う
に
、

北法55(2・116)550

の
判



あ
っ
て
、
重
要
な
分
析
手
法
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
つ
の
規
制
要
素
の
う
ち
、
「
市
場
」
に
関
し
て
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ベ

l

ス
へ
の
接
続
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
安
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
上
で
問
題
と
な
る
可
能
性
は
非
常
に
小
さ

(山
)

く
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
「
(
社
会
)
規
範
」
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
に
お
い
て
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
よ
り
も
大
き
く

働
く
可
能
性
は

(
現
在
の
と
こ
ろ
)
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
「
市
場
」
と
「
(
社
会
)
規
範
」

の
二
つ
を
除
く
、
「
法
」
と

「コ

l
ド」

の
規
制
要
素
聞
の
綱
引
き
に
お
い
て
、
規
制
手
段
お
よ
び
そ
こ
に
お
け
る
表
現
内
容
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
規
制
要
素
聞
の
綱
引
き
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
の
各
該
当
部
分
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討
を
行
う
が
、
議
論
を
先
取
り
し
て
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
け
る
「
法
」
は
、
第
三
一

章
で
み
る
立
法
や
第
一
修
正
を
中
心
と
す
る
憲
法
お
よ
び
既
存
の
刑
法
典
で
あ
り
、
「
(社
会
)
規
範
」
は
業
界
団
体
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

(

川

)

(

川

川

)

イ
ン
ゃ
い
わ
ゆ
る
ネ
チ
ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、
こ
の
領
域
で
は
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
決
定
す
る
、
ブ

結
論
部
分
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

サイパースペースと表現の自由 (2) 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
呼
ば
れ
る
、
「
問
題
の
あ
る
」
表
現
物
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
「
コ
ー

ド
」
が
、
他
の
表
現
領
域
よ
り
も
強
力
に
機
能
す
る
可
能
性
を
有
し
、
今
後
は
、
「
コ

l
ド
」
が
表
現
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
法
」
の
役
割
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
伝
統
的
な
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
内
容
規
制
に
あ

っ
て
は
、
「
源
泉
規
制
」
H

「
法
」
規
制
が
そ
の
主
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
「
蛇
口
規
制
」

H

「コ

l
ド
」
規
制

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
、

と
の
二
本
立
て
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
源
泉
規
制
」

日
「
法
」
規
制
の
役
割
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
段
階
で

は
、
「
コ

l
ド
」
は
性
能
的
に
不
十
分
だ
と
い
う
批
判
も
少
な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
コ

l
ド
」
は
、
現
在
進
行
形
で
ソ
フ
ィ

ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
続
け
て
お
り
、
「
法
」
の
役
割
を
完
全
に
必
要
と
し
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
も
理
論
上
は
あ
り
え
る
よ
う

北j去55(2・117)551 

に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
名
誉
致
損
と
差
別
的
表
現
(
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
)

の
領
域
に
お
け
る
「
法
」
は
、
第

一
修
正
を
中
心
と
す

る
憲
法
と

一
連
の
名
誉
致
損
法
制
、

へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
立
法
で
あ
り
、
「
(
社
会
)
規
範
」
は
先
程
と
同
じ
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ネ



説

チ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
を
決
定
す
る
「
コ

l
ド
」
は
、
第
三
章
で
見
る

g
s
gロ
OmwrE02
〈

・

句

『
O
'

(
川
)

島
理
∞
q
i
n
m
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
と
な
る
単
語
を
含
む
表
現
内
容
を
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
す
る
程
度
の
こ
と
は
現
段
階
で
も

の
み
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
無
理
と
い
う
ほ

'3D、
両na

可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
(
人
手
に
よ
ら
ず
)
「
コ

l
ド」

か
な
い
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
「
四
つ
の
規
制
要
素
論
」
を
用
い
る
と
、
基
本
的
に
は
、
「
法
」
が
今
ま
で
通
り
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
だ

(川
)

ろ、っ。し
か
し
、
例
え
ば
、
ト
ロ
ッ
タ
1

・ハ
l
デ
イ

(

J
「
円
。
ロ
伺
『

Z
R
a可
)

は
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
で
生
じ
る
法
律
問
題
の
う
ち
、
伝
統
的

な
法
を
適
用
で
き
る
問
題
と
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
特
有
の
問
題
を
区
別
し
、
後
者
に
あ
っ
て
も
、
立
法
や
司
法
に
よ
る
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」

型
の
規
律
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、

リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
よ
り
も
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
型
の
規
律
が
よ
り
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を

「
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
l
シ
ヨ
ン
技
術
の
迅
速
な
発
展
の
ゆ
え
に
、
適
切
な
規
律
は
も

っ
と
も
分
散
的
で
あ
り
、
柔
軟
性
が
あ
り
、
か
つ
も

っ
と
も
非
介
入
的
な

(
川
)

も
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
構
築
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、
「
法
」
を
「
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
型
の
規

律
、
「
(
社
会
)
規
範
」
を
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
型
の
規
律
と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
(
社
会
)
規
範
」

の
部
分
を
も
う
少
し
広
げ
て

理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
来
か
ら
見
ら
れ
た
、

ド
ラ
イ
ン
や
ネ
チ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
動
き
始
め
て
い
る
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
独
自
の
、
あ
る
い
は
、

業
界
内

(
川
)

の
自
主
的
な
紛
争
解
決
手
段
で
あ
る
、
サ
イ
バ
ー
〉
ロ
河
と
い
っ
た
も
の
も
、
こ
こ
に
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
国

内
の
裁
判
制
度
を
も
っ
て
し
て
は
解
決
し
え
な
い
よ
う
な
諸
問
題
を
サ
イ
バ

ー
〉
U
m
が
扱
う
こ
と
に
よ
り
、

「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
型
規
律

の
役
割
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
従
来
型
の
囲
内
法
た
る
「
法
」
の
役
割
が
小
さ
く
な
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

第

+苦

:1ヒj去55(2・118)552 
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本
章
で
は
、
地
理
的
な
国
家
や
法
域
に
区
分
さ
れ
ず
に
存
在
し
、
か
っ
、
分
散
型
の
特
質
を
持
つ
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
し
て
、
ト
ッ

。
フ
、
ダ
ウ
ン
型
の
制
定
法
を
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
、
で
き
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
オ
ル
タ

l
ナ
テ
ィ
ブ

が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
法
適
用
の
前
段
階
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
原
理
論
を
見
て
き
た
。

こ
こ
に
お
け
る
第

一
世
代
の
議
論
は
、
サ
イ
バ

ー
リ
パ
タ
リ
ア
ン
達
の
主
張
と
相
ま
っ
て
、
実
定
法
た
る
「
法
」
な
い
し
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
」
の
ル

l
ル
を
否
定
的
に
解
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
世
代
に
お
け
る
議
論
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

第
一
世
代
が
示
す
よ
う
な
強
度

な
ア
レ
ル
ギ
ー
を
「
法
」
な
い
し
「
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
」

ル
ー
ル
に
示
す
こ
と
は
し
な
い
。

第
二
世
代
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
議
論
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

レ
シ
ツ
グ
で
あ
る
。
レ
シ
ッ
グ
の
主
張
は
、
第
二
世

代
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
差
異
を
認
め
ず
、
積
極
的
に
「
法
」
規
制
を
導
入
す
る
ス
タ
ン
ス
を
と
る
、
イ

l

ス
タ

l
ブ
ル
ッ
ク
の
ス
タ
ン
ス
と
第

一
世
代
の
ス
タ
ン
ス
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
特
に
、

サイパースペースと表現の自由 (2) 

レ
シ
ツ
グ
の
議
論
の

中
で
も
、
「
コ

l
ド
論
」
な
い
し
「
四
つ
の
規
制
要
素
論
」
と
で
も
称
す
べ
き
議
論
は
、
「
法
」
の
観
点
か
ら
の
み
行
わ
れ
て
き
た
従
来
か
ら

の
議
論
に
、
大
き
な
反
省
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
規
制
要
素
と
し
て
の
「
コ

l
ド
」
の
役
割
が
、
今
後
、

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
大
き
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
お
け
る
表
現
内
容
規
制
を
検
討

の
側
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
コ

l
ド
」
の
側
か
ら
の
検
討
も
ま
た
必
要
と

す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
法
」

(
川
)
(
印
)

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(印
)
「
日
本
に
お
い
て
は
、

一
九
九
八
年
の
風
営
法
の
改
正
、
不
正
ア
ク
セ
ス
法
案
な
ど
の
立
法
動
向
ゃ
、
刑
法

一
七
五
条
を
適
用
し
た
起
訴
と
有

罪
判
決
、
名
誉
段
損
に
基
づ
く
損
害
賠
償
判
決
な
ど
、
既
存
法
規
の
適
用
動
向
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
『
別
世
界
』
と
い
う
主
張
は
ま
っ
た
く
考

慮
一
瞥
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
」
(
紙
谷
牧
子
「
法
域
」
サ
イ
バ
ー
ロ

l
研
究
会
編
(
指
宿
信
編
集
代
表
)
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
|
新
た
な
法

~ヒi去55 ( 2 ・ 119)553 



ーェョ-一
H
H

的
空
間
の
出
現
と
そ
の
衝
撃
l
』
(
日
本
評
論
社

・
二
0
0
0
年
)
六
九
頁
)
。

(叩
)
「
〉
者
自
Z
B
E
n
-
P
の
o
u
m
〉
z
o
o
↓z
E
F〉

5
0唱の
J
R

回目的
E
自

立

(
-
3
甲
)

(η
)
り
さ
島
市
O
印
円
持
u
g
E
Z
E
g
g
-
E
芸
品
ミ
N
w
o
ミ
3
ら
ど
~453『
宮
宅
3
Q
E
S
U
R
F
主

的

叶

〉

Z'
F
-
E
〈
己
2
2
3
a
)
・

平
野
晋

・
牧
野
和
夫

『判
例
国
際
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
法
|
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
法
律
常
識
l
」
(
プ
ロ
ス
パ

i
企
画
・

一
九
九
八
年
)
六
七

|
六
八
頁
、

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
研
究
会

「『サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
学
』
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

|

『
ハ
ッ
カ
ー
』
の
倫
理
と
『
セ
ル
フ
・
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
』

の
精
神
|
側
」
」
際
商
二
六
巻
八
号
八
五
七
頁
参
照
。

(
η
)

h
h
・
同
ニ
凶
唱
。
己
主
訳
は
、

平
野
晋
・
牧
野
和
夫
・
上
掲
書
六
八
頁
に
よ
る。

(
刀
)
司
E
σ
F
Z
o
-
O
A
f
-
O
A
f
-
-
O
臼
丹
田
門
・
3
凶
(
口
O
弘
志
向
己
良
品
、
可
C

∞-nmMM凶(白
)

'

(

F

)

(

印E2Y3甲小))・

(
九
)
電
子
フ

ロ
ン
テ
ィ

ア
財
団

(開
一
回
R
E
P
S
C
R
F
E
E
同
ロ
O
R
田
明
)
創
設
者
の
一
人
。
政
府
は
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権

利
を
持
た
な
い
、
と
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
か
ら
国
4
-
の
活
動
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
後
、
田
4
u
の
活
動
が
、
パ

l
ロ
l
の
意
に
反
し
て
、

「政
府

に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
の
過
程
で
、
政
府
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
」
だ
し
た
が
た
め
に
、

脱
退
し
た
。

回り司

設
立
当
時
の
状
況
お
よ
び
、
パ

l
ロ

!
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン

・
ペ
リ
l
・パ

l
ロ
ゥ
「
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
い
う
の
は
こ
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
地
球
そ
の
も
の
だ
」
橋
本
典
明

『
リ
ア
ル
・
ハ
ッ
カ
ー
ズ
』
(
ア
ス
キ
ー
出
版
局
・

一
九
九
六
年
)
一

人
O
頁
以
下
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
法
研
究
会
「
『サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
学
』
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
|
『
ハ
ッ

カ
ー
』
の
倫
理
と

『
セ
ル
フ
・

ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
』
の
精
神
l
凶
」
際
商
二
五
巻

二

一
号
二
二
一
四
l

一
=
二
五
頁
、
栗
原
幸
夫
+
小
倉
利
丸
編
『市
民
運
動
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
l
民
衆
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
理
論
と
活
用
法
』
(
社
会
評
論
社

・
一
九
九
六
年
)
二
四
頁
以
下

〔
小
倉
執
筆
〕
参
照
。

(

百

)

』

O
E
F
R
三
凶
白
H
a
E
F
〉

U
R
E
S
E
S
ミ
，
H
E
m
-
=
え
さ
き
え
き
R
矢
内
いて守
町三
宮
町内憎

む
て
む
た
与
な
ミ
宮
門
司
込
者
者
耳
-m
『
向
。
伝
子
宮
ユ
o
ミ
ロ
刊
円
]
伐
さ
O
口
1
E
E
-
-
z
g
-

(
-
Z
5
2
5
2
S
N
C
3
)
邦
訳
と
し
て
、
公
文
俊
平
編
『
ネ
テ
イ
ズ
ン
の
時
代
」
(
N
T
T
出
版
・

一
九
九
六
年
)
一
一
一
一
八
l
一一一一一一一頁
、
山

崎
カ
ヲ
ル
「
資
料
合
州
国
品
位
法
を
め
ぐ
っ
て
」
イ
ン
パ
ク
シ
ヨ
ン
九
八
号
(
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
・
一
九
九
六
年
)
五
二
頁
以
下
、

宮
号
込
垣
垣
垣
・
8
苫
吉
中

E
・
R
-活
T
G
E
E
8
0号
日
『

l
垣
O『
E
n
g
由
。
ミ
n
B
t
F
E
E
S
-
(
宮
田
円
三
巴
門
E
F
σ
N
a
・
M
O
0
3
が
あ
る
。

(苅
)
木
村
忠
正
「
ネ
ッ
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
は
何
か
」
林
紘

一
郎
ほ
か
監
修

『
I
T
2
0
0
1

な
に
が
問
題
か
』
(
岩
波
書
店
・

二
O
O
一
年
)

五
六
|
五
七
頁
。

(打
)
名
和
小
太
郎
教
授
は
、
彼
ら
を

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
原
理
主
義
者
」

と
呼
ん
で
い
る
(
名
和
小
太
郎

『
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
到
来
l

北法55(2・120)554
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サイパースペースと表現の自由 (2) 

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
消
費
者
』
(
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
-
一
九
九
九
年
)
七
O
l
七
一
頁
)
。

(市

)
U
S
E
m
z
z
g
E
h
F
0
2
E
0
2
2・
〉
ミ
足
。
モ
M
E
ミ
ご
芝
之
町
二
w
向
。
2
2・
ミ
ミ
~
〉
ミ
ミ

E
言、
H
S
『
宮
、
同
~
む
た
て
向
ざ
ミ

hha
ミ
ロ
同
町
内
沼
町
、
む
と
N

丘

同
ヨ
町
長
内
ミ
ト
ロ
宅
W
5
の
0
0
問。
-Z
〉
ゴ
Z
。
4
Z
E
Z
4
開問
Z
開4
a
M
岨
色
(
切
『
F

S

E
EF
ロ
除
E
B
g
E
E明打開
--Rne
-
L
3
3・
平
野
晋
・
牧
野
和
夫
・
前
掲
書
[
注

引
]
六
九

七
三
真
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
法
研
究
会
「
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
学
』
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
|
『
ハ
ッ
カ
ー
』
の
倫
理
と
『
セ

ル
フ

-
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
」
の
精
神
l
ω
」
際
商
二
六
巻
九
号
九
五
九
l
九
六
二
頁
参
照
。

(
河
)
紙
谷
雅
子
「
法
域
」

[
注
印
]
六
六
頁
。

(
別
)
開
凶
↓
開
問
。
J

門
的

O
Z
咽
宮
山「開〉印刷
一ど
一
〉
ロ
思
『
O

Z

B
一同ピ〈
-
2
0
-
Z
4
z
n
o
-
Q
吋
〉
「
〉
。
開

(-3∞
)-m巴
旬
〉
∞
同
W
M
・0
の
邦
訳
と
し
て
、
エ
ス
タ
l

-
ダ
イ

ソ
ン
(
吉
岡
正
晴
訳
)
『
未
来
地
球
か
ら
の
メ
l
ル

自

E
E巴・
0
1
二

世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
新
常
識
|
』
(
集
英
社

・
一
九
九

八
年
)
が
あ
る
。
ダ
イ
ソ
ン
は
、
か
つ
て
の
開
沼
り
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
会
長
も
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

(
別
)
迂
釦
こ
汗
ダ
イ
ソ
ン
・
上
掲
喜
一
一
一
頁
。
そ
の
た
め
、
「
中
央
の
権
力
者
が
作
っ
た
ル

l
ル」

H
法
に
は
抵
抗
を
示
す
の
で
あ
る
。

(但

)
E
R
-
s
f
己
弁

ダ
イ
ソ
ン
・
同
書
一

六
七
頁
。

(
出
)
ミ
・白
二
回
ム
凶
0
・
ダ
イ
ソ
ン
・
同
書
一
六
八
l
一
七
O
頁
。

(
制
)
こ
の
層
は
、
第
三
層
を
横
断
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
、
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
こ
の
「
別
の
第
三
層
」
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
、
ダ
イ
ソ
ン
は
、
「
決
ま
っ
た
管
轄
区
域
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
規
制
す
べ
き
個
人
や
組
織
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ど
こ

を
放
浪
し
よ
う
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、
エ

l
ジ
エ
ン
シ
ー
や
他
の
管
理
機
構
(
カ
パ
メ
ン
ト
)
」
と
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
(
ミ
包
ニ
凶

-uダイ
ソ

ン
・
同
書
一

七
三
頁
)
。

(
お
)
ミ
・忠
一
巳
ー
-
u
N
ダ
イ
ソ
ン
・
同
書
一
六
九
|
一
七
五
頁
。

(
部
)
ミ
巳
ど
c
'
N
-
N
ダ
イ
ソ
ン

・
同
書
二
六
七
l
二
六
八
頁
。

{マ

マ
}

(
幻
)
「
人
々
が
自
分
た
ち
自
身
(
そ
し
て
、
そ
の
子
供
た
ち
)
が
受
信
す
る
情
報
の
内
容
を
管
理
で
き
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」
(
ミ
去
さ
一

ダ
イ
ソ
ン

・
同
書
五
六
頁
)
。
な
お
、
ダ
イ
ソ
ン
は
、
苫
の
∞

の
方
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
て
取
れ
る
が
、
必
ず
し
も
、
市
販
の

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
消
極
に
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(部

)
pgrz-EMH刊号
o
o
F
円
り
も
町
三
宮
町
内
ロ
ミ
若
宮
毛
久

H
Z
S之内
L
3
a
c
n
z
-「
句
O
E玄
M
O叶

(-3
3・
2
ミ

E
E至。室内向

thhhや
叫
足
立
b
宅

ミ
aHEmKG2・・ぞ
E
H
C守
旬
、

E
宅
ミ
九

h
p
H
U
R
P
ご
凶
出
〉
同
〈
「
閉
山
間
〈
-
U
O
}

三
(-
3
3・
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説
号必為

自Ifi!

(的

)
h
R
Z
E
m
2
z
n
z
-
5・
』

uSH町内
HShHEmN)白
色
町
三
円
室
主
吉
町
、
豆
丘
、

5
5
ミ(リ￥
q
h
E
R
g
oも
hbEh、
戸
吋
品
目

Z
O
O
F
-
∞忘

(
-
3申
)

(
卯
)
レ
シ
ツ
グ
の
理
論
に
か
か
わ
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
平
野
晋

『電
子
商
取
引
と
サ
イ
バ
ー
法
』

(
N
T
T
出
版
・

一
九
九
九
年
)
二
五
l
二
八

頁
、
平
野
晋
「
サ
イ
バ
ー
憲
法
」

F与・ミ
5
2・守
m-nFEaE・R-泊
予
♀
Z
Eミ
♀
σ四九
g
m
Z
E
C
S
E
E
-
(一目
的

2
F
E
E
-
u
σ
呂
場MOO品
)
、
平
野
晋
「サ

イ
バ
ー
法
は
可
能
か
」
林
紘

一
郎
ほ
か
監
修
『
I
T
2
0
0
1

な
に
が
問
題
か
』
(
岩
波
書
庖
・

二
O
O
一
年
)
八
O
頁
以
下
、
松
井
茂
記
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
憲
法
」
公
法
六
四
号
五
O
!
五

一
頁

(松
井

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
憲
法
学
』
(
岩
波
書
庖
・

二
O
O
二
年
)
五
九
頁
も
同
旨
)
、

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
(
山
形
浩
生
・
柏
木
亮
二
訳
)『
C
O
D
E
-
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
の
合
法
違
法
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』

(刻
泳
社
・

二

0
0
一
年
)
、
ロ
ー
レ
ン
ス

・
レ
ッ
シ
グ
(
山
形
浩
生
訳
)

『
コ
モ
ン
ズ

l
ネ
ッ
ト
上
の
所
有
権
強
化
は
技
術
革
新
を
殺
す
』
(
刻
泳
社
・

二
0
0

二
年
)
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
y
シ
グ

(日
高
和
明
訳
)
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
法
に
何
を
も
た
ら
す
か
」
サ
イ
バ
ー
ロ

l
研
究
会
編
(
指
宿
信

編
集
代
表
)

『サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
l
新
た
な
法
的
空
間
の
出
現
と
そ
の
衝
撃
l
』
(
日
本
評
論
社
・

二
0
0
0
年
)
九
頁
以
下
、
サ
イ
バ
ー

ス
ペ
ー
ス
法
研
究
会
「
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
学』

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
l
ハ
ッ
カ
ー
倫
理
と
セ
ル
フ
・
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
の
精
神
l

[9]」

際
商
二
六
巻
七
号
七
二

一
頁
以
下
が
あ
る
。

(引
)
訳
は
、
平
野
晋
・
牧
野
和
夫
・
前
掲
書
[
注

η]
二
八
三
頁
に
よ
る
。

(位

)
M
R
U
a
-や
HJFZb宅
久
志
向
足
。
立
町

u
h
ミ
ミ
=
o
z
g
-
E
3
5
auca-
な
お
、
レ
シ
ツ
グ
は
、
ポ
ス
ト
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
主
張
を
明
示
的
に
否
定
し

て
い
る
(
ミ
・民
ロ
己
)
。

(
幻
)
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
一

)
l
表
現
内
容
規
制
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
理
論
の
検
討
を
中
心
に
l
」
北
法
五
五
巻

一
号
七
六
頁
[
注
お
]
参
照
。

(
但
)
ま
た
、

「法
」
が
、
他
の
規
制
要
素
に
対
し
て
「
間
接
」
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
と
す
る
。

(
何
)
例
え
ば
、
佐
々
木
良

一
教
授
は
、
人
が
行
動
す
る
際
に
意
識
す
る
要
素
と
し
て
、
①
法
律
、
②
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
③
倫
理
を
あ
げ
る
(
佐
々
木

良

一
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門
』
(
岩
波
新
書

・
一
九
九
九
年
)

一
五

一
頁
以
下
)。

こ
の
場
合
、
法
律
H

「
法
」
で
あ
り
、
エ

チ
ケ
ッ
ト
と
倫
理
が
「
(
社
会
)
規
範
」
と
な
り
、
こ
こ
に
は
、
レ
シ
ツ
グ
が
い
う
よ
う
な
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
や
「
市
場
」
は

一
切
登
場

し
な
い
。
佐
々
木
教
授
の
よ
う
な
理
解
は
、
情
報
科
学
者
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
学
者
等
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
た
思
考
様
式
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

(
部
)
(
大
人
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
)
未
成
年
に
よ
る
喫
煙
を
防
ぐ
有
力
な
手
段
と
し
て
、
た
ば
こ
の
価
格
の
引
き
上
げ
の
手
法
が
諸
外
国
で
は

北j去55(2・122)556
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用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
た
ば
こ
の
値
段
が
日
本
の
二
倍
以
上
の
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
防
煙
の
成
果
を
あ
げ
て
い

る
」
と
い
う
(
伊
佐
山
芳
郎
『
現
代
た
ば
こ
戦
争
』
(
岩
波
新
書
・

一
九
九
九
年
)
五
頁
)
。
ま
た
、
「
巧
出
O
た
ば
こ
対
策
枠
組
条
約
案
」
に
は
、

た
ば
こ
税
の
増
額
に
よ
る
価
格
の
引
き
上
げ
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
(
同
圭
±

二
O
l
二

二
頁
)
。

(
肝
)
「
白
目
的
日開
・
呂
町
宮
毛
久
H
F
同町。
3
n
hミ
ミ
ロ
0
5
∞
∞
・
白
3

-
M
U

己
こ

の
点
を
指
摘
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
常
本
照
樹
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

お
け
る
表
現
の
法
的
規
制
と
私
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
田
村
善
之
編
『
情
報
・
秩
序
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
・

一
九
九
九

年
)

二
七
九
頁
、
平
野
・
前
掲

『電
子
商
取
引
と
サ
イ
バ
ー
法
』
[
注
卯
]
二
一一一
|
一一一一
一一頁
が
あ
る
。

(
路
)
こ
の
点
に
関
し
、
レ
シ
ツ
グ
は
、
各
通
信
手
段
が
「
(
表
現
)
内
容
(
の

2
5
2
)」
、
「
コ
l
ド
(
の
邑
刊
)
」
、
「
物
理
的
媒
体
(
冨
古
色
)
」
の
一二

つ
の
「
レ
イ
ヤ
ー

(E百
円
)
」
か
ら
複
合
的
に
構
成
さ
れ
、
各
レ
イ
ヤ
ー
が
「
(
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
)
自
由
(
明
お
伺
)
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
済
(
の

2
5
=旦
こ
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
中
で
、
各
通
信
手
段
の
特
質
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
、
ヨ
ハ
イ
・
ベ
ン
ク
ラ
l

の
議
論
を
用
い
(
ベ
c
n
F包
∞

g
百
戸
、
さ
ヨ
む
と
忠
吉
町
ミ

S
S同
ミ
ム
E
3
3
h
H
E
m
U
R豆
、
匂
ミ
ミ

E
S
。
ヘ
勾
認
定

~
2
2・U
M

司
自
の
O
玄
玄
「
・
』
u
aア

虫
N
法凶

(MCCO))
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
可
能
に
す
る
通
信
回
線
や
サ
1
パ
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
他
人
に
よ
っ
て
所
有
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
物
理
的
媒
体
」
は
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
済
」
で
あ
る
が
、
「
コ

l
ド
」
は
現
状
に
お
い
て
は
「
自
由
」
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら、

著
作
権
法
等
に
よ
り
(
そ
の

一
部
が
)
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
済
」
で
あ
る
「
(
表
現
)
内
容
」
に
お
い
て
も
、

「自
由
」
の
傾
向
が
強
く
見
い
だ

さ
れ
る
と
す
る
(
戸
〉
者
自

z白
E
訟
-P
↓E
E
=自
o
z
u
E
m
-
叶
自
己
目

0
2自
の

O
E
5
2
2
2
〉の

O
Z
E
Q
B
巧
O同
5
M
M
'M凶
(MOO-)
)。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
イ
ヤ
ー
ご
と
に
特
質
を
捉
え
て
い
こ
う
と
す
る
手
法
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
始
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
木
村
順
吾
教
授
は
、
「
技
術
」
を
最
下
層
に
置
き
、
そ
の
上
に
、

「上
部
行
動
(
5
2目

5
・B
E
E
Q
)」
と
「
下
部
構
造

(
5『
『

2
2
5
E
B
)
」

の
二
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
と
の
前
提
か
ら
議
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る

(木
村
順
吾
『
通
信
政
策
法
|
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
現
状
と
課
題
|
』

(
東
洋
経
済
新
報
社
・
一
九
九
九
年
)一

O
九
頁
)
0

(
卯
)
「
コ

l
ド
」
な
い
し
「
コ

l
ド
」
の
総
体
で
あ
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
自
由
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。
「コ

l
ド
」
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の

一
種
の

「法
」
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な

も
の
の

一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る

(
E老
E
Z自
「
目
的

-
P
η
8開〉
z
o
o
↓
E同
「
〉
垣
間

Oヱ
リ
ベ
自
己
主
白

NON
-(
呂
志
)UFE∞
戸
叶

E
E
↓
c
E

C
Z
E
E
e
回
二
汐
レ
ツ
シ
グ
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
法
に
何
を
も
た
ら
す
か
」
[
注
卯
]
一

六

|
一
七
頁
)
。「
そ
の
誕
生
時
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
個
人
に
広
汎
な
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
与
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

北法55(2・123)557



説

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
行
為
が
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
「
し
か
し
、

(オ

リ
ジ
ナ
ル
な
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
由
は
」
継
続
的
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
(
元
々
)
与
え
て
い
た
は
ず

の
表
現
の
自
由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
で
あ
る
。
「
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
困
難
さ
は
、

性
質
上
、
不
可
変
で
は
な
い
。」
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
も
ま
た
変
化
す
る
」
か
ら
で
あ

る

(Em∞
戸
叶

E
2
4
C
E
2
5
E∞・
2
玉
。
)。

(
川
)
ミ
・
回
二
品
。

(
削
)
ジ
ョ

ー

ジ

オ

l
ウ
エ
ル
(
新
庄
哲
夫
訳
)
『
一

九
八
四
年
』
(
ハ

ヤ
カ
ワ
文
庫
・
一
九
七
二
年
)
。
ま
た
、
東
浩
紀
「
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
と
日

本
の
位
置
」
月
刊
マ
ッ
ク
パ
ワ

l
一
九
九
九
年
一

O
月
号
二
四
八

l
二
五
二
具
、
東
浩
紀
『
不
過
視
な
も
の
の
世
界
』
(
朝
日
新
聞
社
・
二

0
0

0
年
)
一

七
三
頁
以
下
も
参
考
に
な
る
。

(
即
)
サ
イ
バ

ー
ス

ペ
ー
ス
上
の
規
制
な
い
し
統
治
力
学
が
、
「
法
」
で
は
な
く
、
「
コ

ー
ド
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
と
の
レ
シ
ツ
グ
の
見
方
か
ら
す

る
と
、
そ
の
力
学
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
①
私
人
間
効
力
論
に
お
け
る
直
接
効
力
説
的
な
理
解
の
「
運
用
」
(
こ
れ
に
よ
り
、
「
コ

l
ド
」
を

書
く
者
に
第

一
修
正
等
の
「
法
」
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
し
、
「
コ

l
ド
」
を
「
法
」
の
規
制
の
下
に
置
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
)
、
②
「
コ

ー

ド
」
の
「
徹
底
し
た
」
オ
ー
プ
ン
コ

l
ド

(
O宮
口
内
邑
刊
)
な
い
し
、
オ
ー
プ
ン
ソ
l
ス

(
O宮
口
臼
O
E
B
刊)
化
、
と
い
う
対
抗
措
置
が
考
え
ら
れ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
直
接
効
力
説
的
立
場
を
主
張
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
す
べ
て
の
コ

l
ド
を
オ
ー
プ
ン

コ
ー
ド
化
す
る
こ
と
も
現
実
的
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
販
売
を
目
的
と
し
た
商
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。
な
お
、
レ

シ
ツ
グ
は
「
オ
ー
プ
ン
ソ
!
ス
運
動
」
に
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
が
(
同
-
h
・
〉
個
目
E
R
目
的
。
宮
口
∞
O耳
打
開
門
E
O
E
Z
5
0叫
印
。
コ
耳
目
同
町
〆

玄門司・¥言垣垣・白色・

σ
8
0
Eロ明日
O
円加古〈町三回
¥
(
)
M
O
N
O
∞¥担問。ロ己白目的司

(
Z
2
5
2
5
ι
F
F
-
M
-

一N
O
O
N
)

一
リ
l
ナ
ス
・
ト
l
パ
ル
ズ
&
デ
イ
ピ
ッ
ド

・
、ダイ

ヤ
モ
ン
ド
(
風
見
潤
訳
)
『
そ
れ
が
ぼ
く
に
は
楽
し
か
っ
た
か
ら
l
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
リ
ナ
ツ
ク
ス
革
命
の
真
実
|
』
(
小
学
館
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン

・
二
O
O
一
年
)
三一一一一一

l
一三
一
一
一
一
一
頁
参
照
)
、
レ
シ
ツ
グ
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
「
コ

l
ド」

の
寡
占
化
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
運
動
の
目
的
も
達
成
困
難
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い

(
h
同町

F
目
白
。
岨
同
，

E
E
E
E
O明
日

U
E∞
-

h
F
h
h
u
S

ロO
門刊宙∞
w

回
二
己
』
ニ
ム
)
。

(
問
)

こ
の
点
を
レ
シ
ッ
グ
は
「
公
正
使
用

(E司
巴
お
)
」
の
例
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
「
コ
!
ド
」
の
出
現
に
よ
り
、
従
来
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー

ス
上
で
は
認
め
ら
れ
て
き
た
は
ず
の
「
公
正
使
用
」
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
で
は
利
用
不
能
と
な
り
、
著
作
権
者
に
極
め
て
有
利
に
な
る

北法55(2.124)558
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形
で
、
従
来
か
ら
の
力
学
が
変
更
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
レ
シ
ツ
グ
の
観
察
は
正
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現

在
の
「
コ

l
ド
」
が
、
レ
シ
ツ
グ
の
観
察
す
る
よ
う
に
欠
陥
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
コ

1
ド
」
そ
れ
自
体
が
欠
陥
を
持
つ
も
の
で
あ

る
と
の
証
左
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
著
作
権
者
と
「
公
正
使
用
」
を
用
い
よ
う
と
す
る
者
と
の
力
学
の
調
整
を
含
ん
だ
形
で

の
「
コ

1
ド
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
こ
と
も
今
後
は
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
(
そ
れ
が
で
き
な
い
)
現
在
の
「
コ

l
ド
」
は
、
あ
く
ま
で

も
、
現
在
の
技
術
状
況
を
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
レ
シ
ツ
グ
が
正
当
に
も
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
著
作
物
に
対

す
る
、
「
法
」
お
よ
び
「
コ

i
ド
」
に
よ
る
保
護
対
象
は
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
ミ
曲
門
-
∞
∞
)
。
「
コ

l
ド
」
が
、
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
コ
ー
ド
」
に
よ
る
保
護
対
象
を
現
在
よ
り
も
狭
め
て
、
「
法
」
の
保
護
対
象
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

(
削
)
一
九
九
八
年
、
連
邦
議
会
は
デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
(
ロ
告
E
ζ
E
g
E
Z
B
の。
3
2
m
Z
〉口
f

U
玄
の
〉
)
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
、

著
作
権
を
保
護
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
「
コ

l
ド
」
を
ク
ラ
ッ
ク
す
る
目
的
の
「
コ

l
ド
」
を
規
制
対
象
と
し
た
(
ミ
同
二
∞
斗
)
が
、
こ
こ
で

は
、
同
法
の
適
用
対
象
以
上
の
、
更
に
広
い
意
味
で
用
い
て
い
る
。

(
問
)
こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
の
問
。
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

3
8
5
2
σ
目
)
は
、
二

O
O
二
年
三
月
、
全

米
レ
コ
ー
ド
芸
術
科
学
協
会

(
Z
邑

o
E-〉
n
邑
四
日
可
え
刃
包
O
『

ιHari円
Z
E
∞
2
8
n
何
回
)
か
ら
技
術
グ
ラ
ミ
l
賞
(
斗
m
n
F
E
n白

-
0
5
5ヨ
ヤ
〉
者
同
三
)

を
受
賞
し
た
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
「
音
楽
を
法
的
に
正
し
く
入
手
し
た
の
な
ら
、
そ
れ
を
自
分
が
所
有
す
る
ど
の
よ
う
な
デ
バ
イ
ス

で
も
管
理
で
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
、
著
作
権
保
護
を
名
目
と
し
た
コ
ピ

l
プ
ロ
テ
ク
ト
へ
動
こ
う
と
す
る
レ
コ
ー
ド

業
界
の
一
部
の
動
き
を
牽
制
し
た

3
2
R
の
o
z
p
'
h
g円
河

内

g
ミ

S
至
宝
さ
な

h
E
Eミ
守
口

h
S
志
向
町
、
同
コ
ヲ
宮
門
℃
・
¥
¥
E
R
n
B
E
-
-吉田口
l

=
2
5・85¥55¥(}Mg¥C主
o
g
Z司

(
Z
2
三間

P
E
F
σ
M
a岨
N
O
宏
)
)
。
こ
の
ケ
l
ス
が
示
す
よ
う
な
、
レ
コ
ー
ド
業
界
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界

の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
も
、
「
コ

l
ド
」
に
よ
る
規
制
「
力
学
」
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

(
附
)
「
デ
l
タ
・
ボ
l
ル
ト
(
デ
l
タ
の
金
庫
室
)
と
デ
l
タ
・
ヘ
イ
ヴ
ン
(
デ
ー
タ
の
避
難
港
)
と
を
比
べ
て
み
よ
う
。
後
者
の
ほ
う
が
適
用
範

聞
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
優
越
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
国
内
で
ど
ん
な
に
堅
固
な
デ
ー

タ
・
ボ

1
ル
ト
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
デ
l
タ
・
ヘ
イ
ヴ
ン
に
い
る
隣
人
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
振
り
を
し
た
隣
人
に
よ
っ
て
、

山
期
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
実
質
的
な
規
制
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
。
現
に
、
私
た
ち
は
デ
l
タ
・
ボ
l
ル
ト
の

構
築
に
成
功
し
た
例
を
小
説
の
世
界
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
を
、
た
し
か
『
一
九
八
四
年
』
と
い
っ
た
」
(
名
和
小

太
郎
『
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
到
来
l
ネ
ァ
ト
社
会
に
お
け
る
消
費
者
|
』
(
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
-

一
九
九
九
年
)
八
O
l
八
一
頁
)
0

北法55(2・125)559



説

(
郎
)
こ
れ
ら
を
紹
介

・
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ド
ナ
l

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
タ
ス
ク
フ
ォ

l
ス」

ク
リ
ス
・
デ
イ
ボ
ナ
ほ
か

『オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
』
(
オ
ラ
イ
リ
l
ジ
ャ
パ
ン
・

一
九
九
九
年
)
九
二
頁
以
下
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
協
会
編

『イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
白
書

2
0
0
0』
(
イ
ン
プ
レ
ス
・

二
0
0
0
年
)

二
四
六
頁
以
下
、
鈴
木
寛
「
市
民
は
政
策
形
成
に
参
加
で
き

る
か
?
」
林
紘
一
郎
ほ
か
監
修

『
I
T
2
0
0
1

な
に
が
問
題
か
』
(
岩
波
書
庖
・

二
O
O
一
年
)
四

一
五
|
四

一
七
頁
、
ダ
グ
ラ
ス
・

E
・

カ
マ

l

(村
井
純
監
訳
)
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
』
(
ト
ッ
パ
ン
・

一
九
九
五
年
)
七
七
七
八
頁
等
が
あ
る
。

(
間
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
プ
ロ

ト
コ
ル
の
標
準
化
の
役
割
を
、
こ
れ
ら
の

Z
司
O
が
担
う
と
し
て
も
、
そ
の
標
準
化
は
厳
格
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
(
号

P
2
0
2
g
e
E
)
な
も
の
が
生
じ
る
可
能
性
は
確
か
に
否
定
で
き
な
い

(
印

E
5ロ
回
目
ロ
句
。

E
E
hw
玄
E
ZZ
穴

8
F
豆
町
!
同
司
令
C
O
Zミ

sh
宮
町
内
ミ
ミ

n
gミ
5
2
2
ε
0
2旬、同司

s
n
o
O河
口
問

Z
E-z
。↓z
EZ4開
問

Z開
叶
凶
-

N
O
S
E
=
穴白
E
S
h
r
ug
g
国
-
穴日
=
刊『旦∞

-
L
3斗
)
)
。
ま
た
、
「
二

O
世
紀
を
通
じ
て
開
発
さ
れ
た
大
半
の
メ
デ
ィ
ア
は
商
用
化
を
前
提
に
し
て
開

発
さ
れ
、
し
か
も
そ
こ
に
様
々
な
か
た
ち
の
|
国
家
な
い
し
国
際
組
織
に
よ
る
l
規
制
、
規
格
、
政
策
が
介
在
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
」
が
、
「
こ

れ
と
は
対
照
的
に
、
開
発
者
運
用
者
知
の
創
出
主
体
l
利
用
者
と
い
う

一
体
的
な
円
環
関
係
を
も
っ
た
開
発
ス
タ
イ
ル
を
と
る
に
至
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
商
用
化
と
か
外
部
規
制
と
い
っ
た

『拘
束
』
か
ら
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
と
こ
ろ
で
」
、
い
わ
ば
、
『制
度
化
を
嫌
う
制
度
で
、

誰
の
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
、
誰
の
も
の
で
も
な
い
』
も
の
と
し
て
成
立
し
、
発
展
し
て
き
た
」
。
し
か
し
、
現
状
を
み
る
と
、
当
初
は
無
縁
で

あ
っ
た
は
ず
の
ビ
ジ
ネ
ス
力
学
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
場
面
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
(
小
林
宏

一
「
メ
デ
ィ
ア
変
容
の
現
在
」

山
崎
正
和
・
西
垣
通
編

『文
化
と
し
て
の

I
T
革
命
』
(
日
間
文
社

・
二
0
0
0
年
)
八
七
|
九

O
頁
。
ま
た
、
名
和
小
太
郎
『
変
わ
り
ゆ
く
情
報

基
盤
|
走
る
技
術
・
追
う
制
度
|
』
(
関
西
大
学
出
版
部
・
二

0
0
0
年
)

一
四
六
|
一
四
七
頁
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
市
場
原
理
の
浸
透
が
、

旧
来
か
ら
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
標
準
化
プ
ロ
セ
ス
」
の
原
則
を
弱
め
て

い
る
、
と
の
指
摘
を
行
う
)。
し
か
し
、
私
企
業
が
作
っ
た
デ
フ
ァ
ク

ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
存
在
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
商
用
化
か
ら
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
レ
シ

ツ
グ
の
よ
う
な
主
張
を
導
く
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
最
終
的
な
標
準
化
の
役
割
は
依
然
と
し
て
、

Z
同点
)
が
握
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
則
)
ア
メ
リ
カ
オ
ン
ラ
イ
ン
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
間
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ

y
ト

・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ソ

フ
ト
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
領

域
に
お
い
て
は
、
〉
O
F
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
(
区
三
)
が
従
来
か
ら
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
き
た
が

(一

九
九
九
年
当
時
、
全
米
で

約
四
0
0
0
万
人
の
ユ

l
ザ
が
利
用
し
て
お
り
(
ワ
イ
ア

l
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
ポ
ー
ト
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
争
、
両
陣
営

で
同
盟
形
成
」

Z
号一¥言
5
5
0
Z
5
ι
・8
」司、

5
5
¥口
開
耳
目
、

HaRZo
一。伺芸
5
1
N∞MU
Z
E
(E
2
5
2色
沼
σ
M少

NO宝
)
)
、
一
日
平
均
で
約
四
億
三

北法55(2・126)560
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サイパースペースと表現の自由 (2) 

千
万
件
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
信
さ
れ
て
い
た
(
』
O
E
C
2ロ
匂
「
〉
O
F
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
争
で
ア
ッ
プ
ル
と
提
携
」
冨
主
主
き
そ

Z
Z
5己

noち
¥
ロ
叩
唱
え
5

5言
nzs-O加
芸
g
q
b∞
-
P
Z
E
(E
2
三回
X
E
F
σ

呂
場
NO宏
)
)
、
後
発
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、

E
Y
A
と
互
換
性
を
持
つ
、

富∞
Z
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
を

一
九
九
九
年
七
月
に
投
入
し

(
一
九
九
九
年
当
時
の
シ
ェ

ア
は
四
五
O
万
人
程
度
で
あ

っ
た
(
「
〉
。
「
が
イ
ン
ス
タ

ン
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
争
で
玄
∞
に
勝
利
」

F
S込
宅
き
そ
-
Z
Z
5
ι
8
弓
E
2ぇ
5
5
¥出
は
-Z
5一
(}g
Z
5
5
2
H
S
B
e
N
O
O
N
)
)
、
こ
の
領
域
に
お

け
る
シ
ェ
ア
争
い
が
生
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
翌
月
、
〉
O
F
は
、
(
表
面
上
は
)
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
理
由
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
上
の
「
コ

ー
ド
」
を
書
き

換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
(
ピ
コ

ea〉
5
2
「〉
O
F
と
豆
∞
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
争
続
く
」

宮門唱
え
言
き
そ

Z
Z
5己・
8
も
E
9
3
¥

5
5
ゐ
2
E♀
0開叉∞円。ミ
¥
5
3
Z
5
}
(Z
凹
円
三
阻
止
旦
明
白
目
UNa-Mcchp
))
、
「玄∞
Z
ユ
l
ザ
た
ち
を
と
豆
サ
ー
ビ
ス
か
ら
閉
め
出
す
ば
か
り
か
、
他

の
冨
∞
Z
ユ
ー
ザ
た
ち
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
チ
ヤ
ツ
ト
ま
で
も
切
断
」
し
た
が
ち
胃
Z
O呉
g
「
〉
。
戸
が
宮
∞
Z
ユ
ー
ザ
ー
の
チ
ャ
ッ
ト
を
切

断
」
吉
司
・
ミ
5

2
・z
o
Z
5含
Oち
E
2史
ロ
2
え
吉
田
5
m目
的

¥
2
o
q
b∞
3
・Z
E
(
-
E
三
日
号
品
目
umσ
Na-MO宏
)
)
、
冨
∞
Z
は
、
新
た
な
と
玄
の
「
コ
ー

ド
」
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
出
す
こ
と
で
対
応
し
て
き
た
ち
互
開
O
呉
g
「〉
O
「
が
ヤ
フ

l
、
玄
切
と
の
互
換
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス

を
封
鎖
」

Z
一言
3
-
E
E
E
n
o
」
芸
2
5
2
2
2
2
-。
加
を
oミ
ミ
∞
凶

Z
E
(
E
E
E
E
N
t
o
oム))
。
両
者
の
「
コ

ー
ド
の
書
き
換

え
」
と
い
う
イ
タ
チ
ご
っ
こ
は
し
ば
ら
く
続
き
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
白
叶
明
に
対
し
、
オ
ー
プ
ン
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
し
て
、
こ
の

技
術
を
提
出
し
(
〉
O
F
に
対
し
て
は
「
コ

l
ド
」
を
寄
託
す
る
よ
う
主
張
し
て
ま
た
、
同
開
叶
明
に
お
け
る
、
す
べ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
単

一
の
仕
様
に
標
準
化
す
る
よ
う
な
公
開
プ
ロ
ト
コ
ル
を
開
発
す
る
た
め
の
作
業
部
会
の
設
立
に
も
関
わ
っ
た
(
そ
の
問
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
は
〉
O
F
に
対
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
の
規
格
作
り
に
加
わ
る
よ
う
説
得
を
続
け
て
い
た
)
。

当
初
、
〉
O
「
は
、
こ
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
動
き
を
静
観
し
て
い
た
が
、
「
同
玄
サ
ー
ビ
ス
市
場
を
支
配
す
る
独
占
企
業
」
と
の
批
判
に
応
じ

て
、
最
近
で
は
、
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
や
日
玄
の
ロ

l
タ
ス
部
門
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

E
換
テ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
こ

と
が
報
じ
ら
れ
(
「
同
ζ
の
相
互
乗
り
入
れ
で
手
を
組
む
〉
。
「
と

E
2」
Z吾
¥
Z
5ぞ
邑
5
2
0右
¥2
2ち
こ

Q
M
U
¥
m
L
E
E
S
-
(
Z
2
5岳
包

忠

σ

Na・
MCCム
)
、
「
〉
O
戸
、
「
2
5
と

-
Zサ
ー
ビ
ス
の
互
換
テ
ス
ト
」
冨
主
主
き
そ

N
E
2・8
」古¥ロ恒三
¥O
一。
∞¥-凶
¥σlo∞
-AFlO申
-
Z
E
(一回
2
2
E
E
--mσ

M
a
d
M
O宝
)
)
、
更
に
、
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
〉
。
「
タ
イ
ム
・
ワ
l
ナ
i
の
協
力
に
よ
り
、
と
玄
互
換
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
山内
宮
こ
を

プ
レ
ビ
ュ

ー
し
た

(
「
ア
ッ
プ
ル
、

と
玄

互
換
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
の

E
ζ
を
公
開
」

Z
G込
垣
言
戸
邑
=
2・8
・」司
¥
E
R
5
・

ミ
s
s
b叫¥ロ
l
-
n
E
Zヨ
一
(一
主
主
包
色
玄
ミ
∞
eMOON
))
。
こ
れ
ら
の

〉
O
「
の
動
き
は
、
〉
O
F
が
自
社
の
円
玄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
放
に
向
け
て
の

北i去55(2・127)561



説

第
一
歩
と
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
川
)
ア
メ
リ
カ
の
情
報
処
理
関
係
学
会
で
あ
る
〉
の
冨

(〉
Eon-き
S

F『
{uog吉
E
加
冨
R
E
5
0門司
)
や
回
開
閉
山
(
円
ロ
さ
E
8
0同
巴
開口宮
町
民
自
己
巴
開
口』

5
2
2
開口加
-52m)
に
お
い
て
も
、
(
リ
c♀

0
0時開門町】口問

(ZG-¥¥君
主
戸
白
ロ
ヨ
-OH伺
¥82=由
主
E
g
-
Z
E
(]回目
円
三

2
a
F
F
N
a凶
NCC品
)
一
邦
訳
と
し
て
、

ジ
ョ
ゼ
フ

-
M
・
キ
ツ
ザ
(
大
野
正
英
・
永
安
幸
正
監
訳
)
『
I
T
社
会
の
情
報
倫
理
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
・
二
O
O
一
年
)
二
八
l
四
O
頁
、

宮
号
込
者
垣
宅
-
5
2・2
K与。
E

己
主
】
呂
田

¥g号
-
Z
E
(
-
g門
=EEHHOFNauNCC品)
)
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
〉
の
冨
の
の
O号
。
『

E
z
a

を
下
敷
き
と
し
て
、

一
九
九
六
年
に
、
情
報
処
理
学
会
が
「
情
報
処
理
学
会
倫
理
綱
領
」
寄
与
込
者

dz・-Z・2
右
忌
会

2
5
¥
F
3
8含
Z
E
E
2

三
2
E
F
σ

以
-
M
O
宰
)
)
を
制
定
し
た
後
、
同
様
の
倫
理
綱
領
が
、
電
子
情
報
通
信
学
会
寄
与
・ミ
5
2
E
S
R息
苦
旨
σo
ミ
no品目
Z
E
(
-
Z

S
田
町
旦
明
白
『

Na・
8
0品
)
)
に
お
い
て
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
倫
理
綱
領
の
内
容
お
よ
び
制
定
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
倫
理
綱
領
策
定
の
中

心
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
、
名
和
小
太
郎
教
授
の

一
連
の
著
作

(名
和
小
太
郎
「
情
報
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
」
名
和
小
太
郎
・
大
谷
和
子
編

『
I

T
ユ
l
ザ
の
法
律
と
倫
理
』
(
共
立
出
版
・

二
O
O
一
年
)
一

三
六
頁
以
下
、
名
和
・
前
掲

『
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
到
来
』
[
注
附
]

一

八
一
頁
以
下
、
名
和
・
前
掲

『変
わ
り
ゆ
く
情
報
基
盤
』
[
注
問
]
三
四
七
頁
以
下
、
名
和
小
太
郎
「
情
報
処
理
技
術
者
と
倫
理
」
赤
木
昭
夫
ほ

か
編

「
い
ま
の
生
活
「
電
子
社
会
誕
生
」
」
(
晶
文
社
・
一
九
九
八
年
)

三
二
五
頁
以
下
)
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
、

二
点
の
み
指
摘
し
て
お
こ

う
。
一

点
目
は
、
あ
く
ま
で
も
倫
理
綱
領
と
は
、
技
術
者
が
自
己
決
定
を
行
う
に
あ
た
っ
て
参
照
す
る
に
値
す
る
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
の
み

で
あ
り
、
何
等
の
拘
束
力
も
な
い
こ
と

(こ
れ
に
対
し
、
倫
理
綱
領
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
技
術
者
の
自
己
決
定
の
幅
を
狭
め
る

も
の
と
考
え
る
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
・
前
掲
書

[
注
目
]

一ム
ハ
七
|
一
六
八
頁
が
あ
る
)
o

二
つ
自
に
、
倫
理
綱
領
の
最
後
に
、
「
本
綱
領
は

必
ず
し
も
会
員
個
人
が
直
面
す
る
す
べ
て
の
場
面
に
適
用
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
研
究
領
域
に
お
け
る
他
の
倫
理
規
範
と
の
矛
盾
が
生
じ
る
こ

と
や
、
個
々
の
場
面
に
お
い
て
ど
の
条
項
に
準
拠
す
べ
き
で
あ
る
か
不
明
確
(
具
体
的
な
行
動
に
対
し
て
相
互
の
条
項
が
矛
盾
す
る
場
合
を
含

む
。
)
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
場
面
に
お
け
る
準
拠
条
項
の
選
択
や
優
先
度
等
の
判
断
は
、
会
員
個
人
の
責
任
に

委
ね
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。」
と
の

一
文
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
数
の
理
念
が
競
合
す
る
場
合
、
そ
の
ど
ち
ら
の
理
念

が
優
先
す
る
か
の
問
い
に
対
し
て
、
倫
理
綱
領
は
、
そ
の
判
断
を
会
員
個
人
の
責
任
に
委
ね
る
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
立
場
を
放

棄
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
倫
理
綱
領
は
非
常
に
弱
い
形
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
か
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
弱
い
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
か
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
倫
理
綱
領
の
無
意
味
性
を
引
き
出
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議

論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
倫
理
綱
領
を
積
極
的
に
評
価
す
る
側
は
、
そ
の
よ
う
に
は
解
し
て
い
な
い
。
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サイハースペースと表現の自由 (2) 

(
川
)
呂田町
d

鬼
門
g
S
F
o
E
o
z
ロ
〈
・
回
O
田
三
O
同↓
E
m
5
g
o
士
宮
刊
F
o
z
a
o
z
ロ
の
C
E
q
r
F
S
H
-
一
予
M
同

U
-
M
E
宅
包
斗
∞
凶
(
開
。
・
〈
回
-
3
5
・
E
H
H
印
巴
右
足

u
u
N

s・
o-
〈
白
-
3
∞
)
・
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
l
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン

テ
ン
ツ
規
制
を
素
材
と
し
て
l
」
北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
号
二
二
四
頁
、
前
田
稔
「
フ
ィ
ル
タ
ー
ソ
フ
ト

を
用
い
た
公
立
図
書
館
に
よ
る

『わ
い
せ
つ
物
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
規
制
の
合
憲
性
|
ル
l
デ
ュ

l
ン
判
決
の
評
価
l
」
筑
波
二
九
号

一

三
一
頁
以
下
参
照
。

(
山
)
こ
こ
で
の
議
論
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
イ
パ
イ
ド
が
問
題
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
(
デ
ジ
タ
ル
デ
イ
パ
イ
ド
に

つ
き
、
松
井
・

前
掲

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
憲
法
学
」
[
注
卯
]
一一一一一
五

|
三
三
O
頁
、
拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
一
)
」
[
注
目
]

七
二
|
七
三
頁
[
注
却
]
参
照
)
。

(
川
)
「
ネ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の

エ
チ
ケ
ッ
ト
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
旦
(
体
的
に
は
『
な
に
な
に
を
す
る
な
』
と
い
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
の
ル
l
ル
を
集
約
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ネ
チ
ケ
ッ
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
見
あ
っ
た
慣
行
を
集
約
し
た

も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
(
名
和
・
前
掲
『
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
到
来
」
[
注
削
]

一
八
八
頁
)
。

(
川
)
業
界
団
体
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
具
体
例
と
し
て
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
平
成

一
O
年
二
月
、
社
団
法
人
テ
レ
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
協
会
、
Z
門
司
一
¥言
き
そ
-
S
E
E
-O『
』司
¥加
EF門日
刊¥加EF
号。
こ】
5一

(-E
三
E
a
F
σ

M
a
・
N
0
2
))
、
「
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
に
お
け
る
倫
理
綱
領
」

(
平
成
八
年
二
月、

電
子
ネ

y
ト
ワ

l
ク
協
議
会
、

宮
号
泣
言
き
そ
・
=
ヨ
-

e・
2
・
句
、
g
n
E己
E
P
Z
E
(Z
広
三
E
E
F
σ
M
5
・
M
0
2
))
、
「
パ
ソ

コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
へ
の
ル
l
ル
&
マ
ナ
l
集
」
(
平
成
八
年

一一
月
、
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
宮
門
司
・¥
主
主
ど
・
=
ヨ含・
0
『』司
¥gn¥『E
-m
m
-
Z
E
(一白
開
門
〈
E
H
a
m
e伺
『

N
a咽

MCCム
))
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
子
供
の
た
め
の
ル

l
ル
と
マ
ナ
l
集
」
(
平
成

一一

年
一

一一
月
、
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、

Z
G
¥
言
き
ご
と
8
8
-
O
G
E
EE
E
S
-
-
E干

己実
目Z
E
E
2
2
2
E
F
F
N
E
-
M
0
2
))
、
「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
自
己
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
(
平
成
一
一
年
四
月
、
社
団
法
人
テ
レ
コ
ム
サ
ー
ビ
ス

協
会
、

宮門司・¥¥き
さ
そ
円四一四
日間O『
」
司
¥
F
5
3甲
c
s
a
Z
E
(一
員
三
2E
E
σ
N
a
・
M
OO-
品
)
)
が
あ
り
、
ネ
チ
ケ
ッ
ト
を
文
書
化
し
た
も
の
と
し
て
、
=
z
m
'

門5
5
5
。
E
E
E
刊
∞
=
(
何
回
り
色
白
日
間
J
A
M
S
-
むき
~
S
E
ミ
宮
門
司
・
ミ
5
3
2
m
E・
E・
」ミ
=
B
』
己
主
刊¥同時己
∞臼

-Z
(一目的
【
5
2
5
ι
F
F
N
E凶

M
g
品
)、
日
本
語

訳
と
し
て
、
「ネ
チ
ケ
ッ
ト
カ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
吉
司
・
ま
3
-
n
m
E
・E-
ミ
宣
告

3
5一∞uu」-Z豆
(一回
目
円
三
日
H
5
2
S
M
a
・
M
g
ム
)
、
自
の
一∞
出
を
紹

介
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
武
藤
佳
恭

『
エ
シ
ッ
ク
ス
l
高
度
情
報
化
社
会
の
ネ
チ
ケ
ッ
ト

』
(
共
立
出
版

・
一
九
九
六
年
)
一
一
一
l

一
六
頁
、

」
z
z
mT
C凹
R
。
ε宣
5
2
2
ι
Z
目
玉
5
5
-J
ミ
ミ
~
与
な
ミ

吉
司
ミ
き
Z
EE
-
E
ミ
コ
ヨ
一
号
コ
皇
官
2
5
-
Z
E
2

2

2
5
a
)、
日
本
語
訳
と
し
て
、
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「
ザ
・
ネ
ッ
ト
一
利
用
者
の
指
針
と
ネ
チ
ケ
ッ
ト
」
吉
司
ミ
5
2
n
m
z
E
匂
E
E宮
町
ロ
ミ
P
E
R
-
E
2・Z
E
(
一
回
丘
三
2
8
a
F
σ

民咽

M
0
0
3
、=開目

円5
5
5
F『
宮
崎
O
『g
E
Cロ
閉
ざ
〈
E
m『印
J
hH
g
h』

S
R
ミ
宮
門
司
己
主
主
戸
垣
凶
・
O
『加
¥
3
0
5号
ミ
印
門
司
一
四
¥
目
玉
5

5
(
Z
2
5
2
5
ι
F
σ
M
a咽

MOOム
)
、
日
本
語
訳
と

し
て
、
「
ウ
エ
フ
(
巧
号
)
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

Z
G・ミ
垣
き
そ

n
m
F
a
」ミロ
2
5
5
5言
S
2己
Z
S一(}即日【

S
S
E
-
d
F
N
E岨

NOO品
)
等
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
「
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
に
お
け
る
倫
理
綱
領
」
等
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
小
倉
利
丸
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
立
戦
争
」
イ
ン

パ
ク
シ
ヨ
ン
九
八
号
(
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
・

一
九
九
六
年
)
五
頁
以
下
、
山
下
幸
夫
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
規
制
の
問
題
点
法
的
観
点

か
ら
」
イ
ン
パ
ク
シ
ヨ
ン
九
八
号
四
四
l
四
七
頁
、
栗
原
幸
夫
+
小
倉
利
丸
編
・
前
掲
書
[
注
目
]

一
二

五
頁
以
下
〔
小
倉
執
筆
〕
が
あ
る
。

(
川
)
印円
5
2
0ロ
O
美
ヨ
。
ロ
門
〈
間
半
C全
匂
印
刊
『
三
n
p
-
3
u
z・J「・玄
-m門
戸
開
一E
m
N
N由
(
Z
J門
的
戸
沼
・
の
了
呂
志
)
・

(
川
)
第
一
五
六
回
国
会
・
第
三
国
憲
法
調
査
会
(
平
成
一
五
年
二
月
二
六
日
)
に
お
け
る
常
本
照
樹
参
考
人
が
こ
の
点
を
指
摘
す
る
寄
与
に
主
主
戸

g
a
-
-
p
m
o
Vす
宮
口
四
回
目

¥rg唱。ミ
E
E
l
k
-
u
a
o凶加古
5
(
E
2
〈回開昨日己明日
σ
N
a
-
N
C宏
)
)
。
「
問
題
の
あ
る
表
現
行
為
の
類
型
に
よ
っ
て
や
は
り
考

え
方
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
気
も
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い

う
も
の
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
考
え
て
、
そ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

l
の
変
更
で
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
問
題
、
例
え
ば
い
わ
ゆ
る
性
表

現
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
、
こ
れ
は
法
で
も
っ
て
規
制
す
る
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
な
タ
ギ
ン
グ

等
を
利
用
し
た
一
定
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

l
を
利
用
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
。
こ
れ
は
政
府
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う

や
り
方
と
い
う
も
の
も
あ
り
得
る
場
合
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
は
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ

一
方
で
、
言
わ
ば
函
像
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の

で
は
な
く
て
純
粋
な
言
葉
だ
け
と
い
う
、
中
傷
と
か
あ
る
い
は
名
誉
毅
損
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ

l
の
変
更
に
よ
っ
て
そ
の
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
と
い
う
の
は
や
は
り
あ
る
ん
だ

ろ
う
と
い
う
気
は
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
や
は
り
問
題
表
現
の
類
型
ご
と
に
細
か
く
詰
め
て
考
え
て
い
く
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
申
し
上

げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
一
挙
に
問
題
が
あ
る
か
ら
規
制
だ
、
あ
る
い
は
全
部
自
由
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」

(
川
)
同
・
吋
円
。
再
開
雪
国
町
内
ダ
ヨ
こ
ぎ
も
さ
守
宝
石
苦
言
、
1

0
守
町
三
宮
内
向
、
J
u
u
c・
3
1
F
-
E〈・
3
P
甲
甲
子
志
凶

(
-
3
3
平
野
晋

・
牧
野
和
夫
・
前
掲
書

[注
礼
]
六
二
l
六
六
頁
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
研
究
会
「
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
学
』
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
l

『
ハ
ッ
カ
ー
」
の
倫
理
と

『
セ
ル
フ
・
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
』
の
精
神
l
帥
」
際
商
二
六
巻
八
号
八
五
二
了
八
五
六
頁
参
照
。

(川
)
サ
イ
バ

ー
〉
U
m
に
つ
い
て
は
、
カ
リ
ム
・
ベ
ン
イ
エ
ク
レ
フ
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ゴ

l
ト
レ

説論

北法55(2・130)564

紙
谷
雅
子
訳
)
「
サ
イ
バ
ー
〉
U
m
|
カ
ナ
ダ
」



サイパースペースと表現の自由 (2) 

サ
イ
バ
ー
ロ

l
研
究
会
編
(
指
宿
信
編
集
代
表
)
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
l
新
た
な
法
的
空
間
の
出
現
と
そ
の
衝
撃
|
』
(
日
本
評
論
社
・

二

0
0
0
年
)
二
六
三
頁
以
下
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ギ
ボ
ン
ズ
(
町
村
泰
貴
訳
)
「
サ
イ
バ
ー
〉
u
m
l
ア
メ
リ
カ
」
サ
イ
バ
ー
ロ

l
研
究

会
編

・
上
掲
書
二
七
二
頁
以
下
、
町
村
泰
貴
「
ネ
ッ

ト
紛
争
の
裁
判
管
轄
と
自
主
解
決
組
織
」
岡
村
久
道
編

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
訴
訟
2
0
0

0
』
(
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

・
二
0
0
0
年
)
三
六
回
頁
以
下
参
照
。

(
川
)
拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
」
[
注
山
]
に
お
い
て
も
触
れ
た
よ
う
に
、
既
存

の
メ
デ
ィ
ア
が
前
提
と
し
て
き
た
源
泉
規
制
に
加
え
て
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
蛇
口
規
制
を
加
味
し
た
形
で
の
理
論
構
成
を
考
え
る
必
要
性

が
生
じ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
拙
稿
で
は
、
源
泉
規
制
H

法
規
制
、
蛇
口
規
制
H

ユ
l
ザ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(
表
現
の
自
由
と
い

う
憲
法
上
の
価
値
と
両
立
す
る
形
で
(
子
ど
も
に
と
っ
て
)
不
適
切
な
表
現
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
い
し
レ
イ
テ
イ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
)
の
意
味
で
用
い
た
が
(
同
論
文
二
二
一
頁
、
二
二
七
頁
注
二
四
)
、
本
稿
で
紹
介
し
た
レ
シ
ツ
グ

の
用
法
を
用
い
れ
ば
、
源
泉
規
制
H

「
法
」
、
蛇
口
規
制
H

「コ

l
ド
」
(
な
い
し
「
コ
ー
ド
」
の
総
体
と
し
て
の
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
)
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
両
稿
に
お
け
る
基
本
的
な
視
座
は
不
変
で
あ
る
。
た
だ
、
従
来
の
主
張
に
、
「
(
社
会
)
規
範
」
、
「
市
場
」

と
い
っ
た
補
充
的
要
素
が
加
わ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

(
印
)
判
例
・
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
博
士
論
文
提
出
時
点

(二

O
O
二
年
九
月
三
O
日
)
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
い
る
。

向
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
以
降
の
動

*
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
・

一
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
く
、
北
海
道
大
学

審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二

O
O
二
年
二
一
月
二
五
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
補
筆
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成

一
六
年
度

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
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